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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　可変数の制御フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御フィール
ドを選択することと、
　前記選択された数の制御フィールドを備える前記フレームを生成することと、
　前記フレームを送信することと、
　を備え、ここにおいて、各制御フィールドは、
　　　制御識別子フィールドと、
　　　制御情報フィールドと、前記制御情報フィールドは、通信のための情報を含み、前
記制御識別子フィールドは、前記情報のタイプを指示するインジケータを含む、
　をさらに備え、
　　　ここにおいて、前記制御識別子フィールドは、トリガ情報を指示し、ここにおいて
、前記制御情報フィールドは、トリガ情報フィールドを備える、または、
　　　ここにおいて、前記制御識別子フィールドは、バッファ状態（ＢＳ）要求またはＢ
Ｓ報告を指示し、および、ここにおいて、前記制御情報フィールドは、バッファ状態情報
に対する要求またはバッファ状態情報についての報告を包含する１つまたは複数のサブフ
ィールドを備える、
　方法。
【請求項２】
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　各制御フィールドは、第１のフィールドをさらに備え、前記第１のフィールドは、前記
制御フィールドのバリアント（variant）を備える前記制御フィールドを指示するインジ
ケータを記憶し、前記バリアントは、前記制御フィールドの超ハイ・スループット（ＶＨ
Ｔ）バリアントの高効率（ＨＥ）バリアントを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　情報の前記タイプは、肯定応答、否定応答、ブロック肯定応答要求、ブロック肯定応答
、チャネル品質情報、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）フィードバック、パワー・セ
ーブ（ＰＳ）ポール、および巡回冗長検査、のうちの少なくとも１つを備え、ここにおい
て、前記制御フィールドは、
　　チャネル品質情報と変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）フィードバックと、ここに
おいて前記制御情報フィールドは、制御フィールド、チャネル・ビットマップ・フィール
ド、サブチャネル・フィールドおよびフィードバック・フィールドを備え、ここにおいて
前記フィードバック・フィールドのコンテンツは、前記チャネル／ＭＣＳ指示フィールド
に基づき、ここにおいて前記フィードバック・フィールドは、複数の空間ストリーム・フ
ィールド、ＭＣＳフィールド、マルチユーザ／符号化フィールド、および信号対雑音比（
ＳＮＲ）フィールドを備える、
　　要求／応答フィールド、ダイアログ・トークン・フィールド、サブチャネル・ビット
マップ・プレゼント・フィールド、およびチャネル／ＭＣＳ指示フィールドと、
　　パワー・セーブ・ポール・フィールドと、
　　巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、ここにおいて前記制御情報フィールドは、ＣＲＣフィー
ルドを備える、
　のうちの少なくとも１つを指示する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記フレームを生成することは、
　物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニ
ット（ＰＰＤＵ）フレームの物理レイヤ・ヘッダ部分内で前記フレームを生成すること、
ここにおいて前記物理レイヤ・ヘッダ部分は、信号フィールド、ロング・トレーニング・
フィールドおよびショート・トレーニング・フィールドのうちの１つまたは複数を備える
、または、
　前記１つまたは複数の制御フィールドを包含するアグリゲートされたメディア・アクセ
ス制御プロトコル・データ・ユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフレーム内で前記フレームを
生成すること
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記制御情報フィールドは、サービス品質（ＱｏＳ）制御フィールドを備え、ここにお
いて前記ＱｏＳ制御フィールドは、ＢＳポーリングが１つのトラヒック識別子（ＴＩＤ）
ごとであるかすべてのＴＩＤであるかを指示するＴＩＤフィールド、送信機会フィールド
、およびキュー・サイズ・フィールドを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記トリガ情報フィールドは、局に関わるサブチャネル情報を指示するか、圧縮または
非圧縮のアップリンク媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フォーマットを指示する、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記選択された数の制御フィールドは、第１のデバイスに宛てられた１つまたは複数の
第１の制御フィールドおよび第２のデバイスに宛てられた１つまたは複数の第２の制御フ
ィールドを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記１つまたは複数の第１の制御フィールドおよび前記１つまたは複数の第２の制御フ
ィールドは、コード、周波数、または時間において多重化される、請求項７に記載の方法
。
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【請求項９】
　前記フレームを送信することは、アップリンク・マルチプル・ユーザ物理レイヤ・コン
バージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フ
レームを使用して前記フレームを送信することを備える、または、前記フレームを送信す
ることは、ダウンリンク・マルチプル・ユーザ物理レイヤ・コンバージェンス・プロシー
ジャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フレームを使用して前記フ
レームを送信することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記制御識別子フィールドは、アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）応答スケジ
ューリングを指示し、前記制御情報フィールドは、肯定応答情報を含むＵＬ物理レイヤ・
コンバージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ
）フレームを送信するためのスケジューリング情報を含み、ここにおいて、
　前記制御情報フィールドは、ＵＬ ＰＰＤＵフレームの長さを指示するＵＬ ＰＰＤＵ長
さフィールドと、前記ＵＬ ＰＰＤＵフレームを送信するために割り当てられたリソース
・ユニットを指示するリソース割当てフィールドとを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フレームは、１つまたは複数の制御フィールドの長さが長さ要件または境界要件を
満たすように前記１つまたは複数の制御フィールドに後続するパディング・フィールドを
さらに備え、ここにおいて、
　前記長さ要件は、３０ビットであり、前記境界要件は、オクテットの倍数である、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フレームは、
　マルチプル局ブロック肯定応答（ＢＡ）フレーム
　トリガ・フレーム、または、
　ＡＩＤフィールドのその値に後続する１つまたは複数の制御フィールドの存在を指示し
ている前記ＡＩＤフィールドの値、ここにおいて、前記ＡＩＤフィールドの前記値は、２
０４７である、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記フレームは、アソシエーション識別子（ＡＩＤ）ごとのトラヒック識別子（ＴＩＤ
）情報フィールドをさらに備え、前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドは、前記選択さ
れた数の制御フィールドの存在を指示し、ここにおいて、前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フ
ィールドは、
　前記選択された数の制御フィールドに関わる複数のバイトを指示するタイプ・フィール
ド、または、
　前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドの前記ＡＩＤサブフィールドによって識別され
るＳＴＡのための１つまたは複数の制御フィールドの前記存在を指示する前記ＴＩＤサブ
フィールドの値
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス・ネットワークにおいて通信するためのデバイスであって、
　可変数の制御フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御フィール
ドを選択するための手段と、
　前記選択された数の制御フィールドを備える前記フレームを生成するための手段と、各
制御フィールドは、制御フィールドの終端を備え、前記制御フィールドの終端は、前記フ
レームにおける別の制御フィールドの存在、または前記選択された数の制御フィールドの
終端を指示するインジケータを記憶する、
　前記フレームを送信するための手段と、
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　を備え、ここにおいて、各制御フィールドは、
　　　制御識別子フィールドと、
　　　制御情報フィールドと、前記制御情報フィールドは、通信のための情報を含み、前
記制御識別子フィールドは、前記情報のタイプを指示するインジケータを含む、
　をさらに備え、
　　　ここにおいて、前記制御識別子フィールドは、トリガ情報を指示し、前記制御情報
フィールドは、トリガ情報フィールドを備える、または、
　　　ここにおいて、前記制御識別子フィールドは、バッファ状態（ＢＳ）要求またはＢ
Ｓ報告を指示し、および、ここにおいて、前記制御情報フィールドは、バッファ状態情報
に対する要求またはバッファ状態情報についての報告を包含する１つまたは複数のサブフ
ィールドを備える、
　デバイス。
【請求項１５】
　プロセッサによって実行されるとき、前記プロセッサに、請求項１－１３のうちのいず
れか一項に記載の方法を実施させるための命令を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本願は一般に、ワイヤレス通信に、より具体的には、制御情報を通信するため
のシステム、方法、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　多くのテレコミュニケーション・システムでは、通信ネットワークが、いくつ
かの相互作用する空間的に離間されたデバイス間でメッセージを交換するために使用され
る。ネットワークは、地理的範囲にしたがって分類され得、それは、例えば、メトロポリ
タン・エリア、ローカル・エリア、またはパーソナル・エリアであることができる。この
ようなネットワークは、ワイド・エリア・ネットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタン・エ
リア・ネットワーク（ＭＡＮ）、ローカル・エリア・ネットワーク（ＬＡＮ）、またはパ
ーソナル・エリア・ネットワーク（ＰＡＮ）としてそれぞれ指定され得る。ネットワーク
はまた、さまざまなネットワーク・ノードおよびデバイスを相互接続するために使用され
る交換（switching）／ルーティングの技術（例えば、回線交換対パケット交換）、送信
のために用いられる物理媒体のタイプ（例えば、有線対無線）、および使用される通信プ
ロトコルのセット（例えば、インターネット・プロトコル・スイート、ＳＯＮＥＴ（同期
型光ネットワーキング）、イーサネット（登録商標）など）により異なる。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス・ネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり
、したがって動的接続性のニーズを有するとき、またはネットワーク・アーキテクチャが
、固定式ではなく、アドホックのトポロジにおいて形成される場合に、好まれる。ワイヤ
レス・ネットワークは、無線、マイクロ波、赤外線、光（optical）などの周波数帯にお
ける電磁波を使用して、無誘導伝搬モード（unguided propagation mode）における無形
物理媒体を用いる。ワイヤレス・ネットワークは、固定のワイヤード・ネットワークと比
較すると、迅速なフィールド展開およびユーザの移動性を有利に促進する。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレス・ネットワークにおけるデバイスは、互いの間で情報を送信／受信
し得る。情報は、パケットを備え得、それは、いくつかの態様では、データ・ユニットと
呼ばれ得る。いくつかの態様では、デバイスは、デバイス間の通信をより良好に促進する
ために、制御情報を送信し得る。しかしながら、いくつかの態様では、このような情報は
、オーバーヘッドを増加させて効率を低減させ得る。したがって、デバイス間でこのよう
な情報を通信するための改良された方法およびデバイスが、必要である。
【発明の概要】
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【０００５】
　[0005]　本書で議論されるシステム、方法、デバイス、およびコンピュータ・プログラ
ム製品は、各々いくつかの態様を有し、それらのうちのいずれも、その望ましい属性を単
独で担うものではない。後に続く特許請求の範囲によって表されるような本発明の範囲を
限定することなく、いくつかの特徴が下記に簡潔に説明される。この説明を考慮した後、
特に「発明を実施するための形態」と題するセクションを読んだ後には、どのように本発
明の有利な特徴が、ワイヤレス通信媒体の有効な使用を可能にするかが理解されるであろ
う。
【０００６】
　[0006］　一態様では、ワイヤレス通信の方法が開示される。方法は、可変数の制御フ
ィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御フィールドを選択すること
を含む。方法はさらに、選択された数の制御フィールドを備えるフレームを生成すること
を含み、各制御フィールドは、制御フィールドの終端を備え、制御フィールドの終端は、
フレームにおける別の制御フィールドの存在、または選択された数の制御フィールドの終
端を指示するインジケータを記憶する。方法はさらに、フレームを送信することを含む。
【０００７】
　[0007］　別の態様では、ワイヤレス・ネットワークにおいて通信するためのワイヤレ
ス・デバイスが提供される。ワイヤレス・デバイスは、フレームに含めるための１つまた
は複数の制御フィールドを、可変数の制御フィールドから、選択するように構成されたプ
ロセッサを含み、このプロセッサは、選択された数の制御フィールドを備えるフレームを
生成するようにさらに構成されており、各制御フィールドは、制御フィールドの終端を備
え、制御フィールドの終端は、フレームにおける別の制御フィールドの存在、または選択
された数の制御フィールドの終端を指示するインジケータを記憶する。ワイヤレス・デバ
イスはさらに、フレームを送信するように構成されている送信機を含む。
【０００８】
　[0008］　本開示のいくつかの態様は、ワイヤレス・ネットワークにおいて通信するた
めのワイヤレス・デバイスに関し、提供される。ワイヤレス・デバイスは、可変数の制御
フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数のフィールドを選択するための
手段を含む。ワイヤレス・デバイスはさらに、選択された数の制御フィールドを備えるフ
レームを生成するための手段を含み、各制御フィールドは、制御フィールドの終端を備え
、制御フィールドの終端は、フレームにおける別の制御フィールドの存在、または選択さ
れた数の制御フィールドの終端を指示するインジケータを記憶する。ワイヤレス・デバイ
スはさらに、フレームを送信するための手段を含む。
【０００９】
　[0009］　本開示の別の態様は、可変数の制御フィールドから、フレームに含めるため
の１つまたは複数の制御フィールドを選択することを含む方法を実施するようにワイヤレ
ス通信デバイスに指示する実行可能プログラム命令を記憶する非一時的コンピュータ記憶
装置に関する。方法はさらに、フレームを送信することを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】[0010］　図１は、本開示の態様が用いられ得るワイヤレス通信システムの例を
例示する。
【図２】[0011］　図２は、ＭＩＭＯシステムにおける、アクセス・ポイント１１０と２
つのユーザ端末１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を例示する。
【図３】[0012]　図３は、ワイヤレス通信システム内で用いられ得るワイヤレス・デバイ
スにおいて使用され得るさまざまなコンポーネントを例示する。
【図４】[0013]　図４は、例としての物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ（Ｐ
ＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フレームの図を示す。
【図５】[0014]　図５は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレームの図を示す。
【図６】[0015]　図６は、高効率（ＨＥ）制御フィールドの例としての実施形態を例示す
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る図である。
【図７Ａ】[0016]　図７Ａは、複数のＨＥ制御フィールドを備えるＨＥ制御フィールドを
備える、例としてのＭＡＣフレームの図である。
【図７Ｂ】[0017]　図７Ｂは、複数のＨＥ制御フィールドを備えるＨＥ制御フィールドを
備える、別の例としてのＭＡＣフレームの図である。
【図８Ａ】[0018]　図８Ａは、ＨＥ制御フィールドの制御ＩＤフィールドの例としての値
のチャートである。
【図８Ｂ】[0019]　図８Ｂは、略式のＨＥ制御フィールドの制御ＩＤフィールドの例とし
ての値のチャートである。
【図９】[0020]　図９は、制御ＩＤフィールドがブロック肯定応答要求（ＢＡＲ）または
ブロック肯定応答（ＢＡ）情報を指示する場合の、ＨＥ制御フィールドの制御情報フィー
ルド・フォーマットの図である。
【図１０】[0021]　図１０は、ワイヤレス通信システム１００における例としてのフレー
ム交換を示す時系列図である。
【図１１】[0022]　図１１は、制御ＩＤフィールドがチャネル品質情報（ＣＱＩ）または
変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）フィードバック情報を指示する場合の、ＨＥ制御フ
ィールドの制御情報フィールド・フォーマットの図である。
【図１２】[0023]　図１２は、制御ＩＤフィールドがエンハンスドＰＳポール（ｅＰＳポ
ール）情報を指示する場合の、制御情報フィールド・フォーマットの図である。
【図１３】[0024]　図１３は、制御ＩＤフィールドがＣＲＣ情報を指示する場合の、制御
情報フィールド・フォーマットの図である。
【図１４】[0025]　図１４は、制御ＩＤフィールドがサービス品質（ＱｏＳ）情報を指示
する場合の、制御情報フィールド・フォーマットの図である。
【図１５】[0026]　図１５は、制御ＩＤフィールドがトリガ情報を指示する場合の、制御
情報フィールド・フォーマットの図である。
【図１６】[0027]　図１６は、ワイヤレス通信システム１００における別の例としてのフ
レーム交換を示す時系列図である。
【図１７Ａ】[0028]　図１７Ａは、例としてのＰＰＤＵフォーマットの図である。
【図１７Ｂ】[0029]　図１７Ｂは、ＰＰＤＵの物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダのＳＩＧ－Ｂ
フィールドに含まれるＨＥ制御フィールドの図である。
【図１８】[0030]　図１８は、複数のＡ－ＭＰＤＵサブフレームを含むＡ－ＭＰＤＵの図
である。
【図１９】[0031]　図１９は、本開示のさまざまな態様にしたがった、ワイヤレス通信の
ための例としての方法のフロー図である。
【図２０】[0032]　図２０は、制御情報フィールドおよび制御ＩＤフィールドの他の例と
しての値のチャートである。
【図２１Ａ】[0033]　図２１Ａは、一実施形態にしたがった、制御情報フィールドの例と
してのフォーマットの図である。
【図２１Ｂ】[0034]　図２１Ｂは、一実施形態にしたがった、制御情報フィールドの例と
してのフォーマットの図である。
【図２２】[0035]　図２２は、一実施形態にしたがった、制御情報フィールドおよび制御
ＩＤフィールドの例としてのフォーマットの図である。
【図２３】[0036]　図２３は、一実施形態にしたがった、制御情報フィールドの例として
のフォーマットの図である。
【図２４】[0037]　図２４は、肯定応答（ＡＣＫ）メッセージを含むデバイス間の例とし
てのフレーム交換である。
【図２５】[0038]　図２５は、ブロック肯定応答要求（ＢＡＲ）メッセージを含むデバイ
ス間の例としてのフレーム交換である。
【図２６】[0039]　図２６は、一実施形態にしたがった、ブロック肯定応答（ＢＡ）フレ
ームの例としてのフォーマットの図である。
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【図２７】[0040]　図２７は、一実施形態にしたがった、ＢＡフレームの別の例としての
フォーマットの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　[0041]　新規なシステム、装置、および方法のさまざまな態様が、添付の図面を参照し
て以下により十分に説明される。しかしながら、開示される本教示は、多くの異なる形態
で具現化され得、本開示全体を通して提示される任意の特定の構造または機能に限定され
るものとして解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示を徹底的かつ完
全なものとし、本開示の範囲を当業者に十分に伝達するように、提供される。本書での教
示に基づいて、当業者は、本開示の範囲が、本発明のその他任意の態様と組み合わされて
インプリメントされようと、あるいは独立してインプリメントされようと、ここに開示さ
れる新規なシステム、装置、および方法の任意の態様をカバーするように意図されている
ことを理解すべきである。例えば、本書で説明される任意の数の態様を使用して、装置が
インプリメントされ得、または方法が実施され得る。加えて、本発明の範囲は、本書で説
明される本発明のさまざまな態様に加えて、またはそれ以外の、他の構造、機能、または
構造と機能を使用して実施されるこのような装置または方法をカバーすることが意図され
る。本書で開示される任意の態様が、請求項の１つまたは複数の要素によって具現化され
得ることが理解されるべきである。
【００１２】
　[0042]　特定の態様が本書で説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が、
本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が記述されるが、
本開示の範囲は、特定の利益、使用法、または目的に限定されることが意図されたもので
はない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク
、および送信プロトコルに幅広く適用可能であることが意図されており、そのうちのいく
つかは、図面および好ましい態様の下記の説明において例として例示される。詳細な説明
および図面は単に、限定というよりはむしろ本開示の例示であり、本開示の範囲は、添付
された特許請求の範囲およびそれらの同等物によって定義されている。
【００１３】
　[0043]　ワイヤレス・ネットワーク技術は、ワイヤレス・ローカル・エリア・ネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）のさまざまなタイプを含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワ
ーキング・プロトコルを用いて、近くのデバイスを共に相互接続するために使用され得る
。本書で説明されるさまざまな態様は、Ｗｉｆｉ、またはより一般的には、ワイヤレス・
プロトコルのＩＥＥＥ８０２．１１ファミリの任意のメンバーのような、任意の通信規格
に適用され得る。
【００１４】
　[0044]　いくつかの態様において、ワイヤレス信号は、直交周波数分割多重化（ＯＦＤ
Ｍ）、直接シーケンス・スペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spectrum
）通信、ＯＦＤＭおよびＤＳＳＳ通信の組み合わせ、または他のスキームを使用して、８
０２．１１プロトコルにしたがって送信され得る。
【００１５】
　[0045]　いくつかのインプリメンテーションにおいて、ＷＬＡＮは、ワイヤレス・ネッ
トワークにアクセスするコンポーネントであるさまざまなデバイスを含む。例えば、アク
セス・ポイント（「ＡＰ」）と（局とも呼ばれ、一般的に「ＳＴＡ」として知られている
）クライアントとの２つのタイプのデバイスが存在し得る。一般に、ＡＰは、ＷＬＡＮの
ためのハブまたは基地局としての役割をし、ＳＴＡは、ＷＬＡＮのユーザとしての役割を
する。例えば、ＳＴＡは、ラップトップ・コンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバ
イル電話などであり得る。例において、ＳＴＡは、インターネットにまたは他のワイド・
エリア・ネットワークに対する一般的な接続性を取得するためにワイヤレス・リンクに準
拠したＷｉＦｉ(例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１プロトコル)を介してＡＰに接続する。い
くつかのインプリメンテーションにおいて、ＳＴＡは、ＡＰとしても使用され得る。
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【００１６】
　[0046]　アクセス・ポイント（「ＡＰ」）はまた、ノードＢ、無線ネットワーク・コン
トローラ（「ＲＮＣ」）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（「ＢＳＣ」）、ベース・ト
ランシーバ局（「ＢＴＳ」）、基地局（「ＢＳ」）、トランシーバ機能（「ＴＦ」）、無
線ルータ、無線トランシーバ、または何らかの他の用語を備え、それらとしてインプリメ
ントされ、またはそれらとして知られ得る。
【００１７】
　[0047]　局「ＳＴＡ」はまた、アクセス端末（「ＡＴ」）、加入者局、加入者ユニット
、モバイル局、遠隔局、遠隔端末、ユーザ端末、ユーザ・エージェント、ユーザ・デバイ
ス、ユーザ機器、または何らかの他の用語を備え、それらとしてインプリメントされ、ま
たはそれらとして知られ得る。いくつかのインプリメンテーションにおいて、アクセス端
末は、セルラ電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（「ＳＩＰ」）電話、ワ
イヤレス・ローカル・ループ（「ＷＬＬ」）局、パーソナル・デジタル・アシスタント（
「ＰＤＡ」）、ワイヤレス接続能力を有するハンドヘルド・デバイス、またはワイヤレス
・モデムに接続された何らかの他の適切な処理デバイスを備え得る。したがって、本書に
おいて教示される１つまたは複数の態様は、電話（例えば、セルラ電話またはスマートフ
ォン）、コンピュータ（例えば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセッ
ト、ポータブル計算デバイス（例えば、パーソナル・データ・アシスタント）、エンター
テインメント・デバイス（例えば、音楽または映像デバイス、または衛星ラジオ）、ゲー
ミング・デバイスまたはシステム、全地球測位システム・デバイス、またはワイヤレス媒
体を介して通信するように構成された任意の他の適切なデバイス内に組み込まれ得る。
【００１８】
　[0048]　図１は、アクセス・ポイントとユーザ端末とを有する多元接続多入力多出力（
ＭＩＭＯ）システム１００を示す図である。簡潔にするために、図１には１つのアクセス
・ポイント１１０のみが示されている。アクセス・ポイントは、一般に、ユーザ端末と通
信する固定局であり、また、基地局と、または何らかの他の専門用語を使用して、呼ばれ
得る。ユーザ端末またはＳＴＡは、固定式または移動式であり得、移動局、またはワイヤ
レス・デバイスとも呼ばれ得、または何らかの他の専門用語を使用して呼ばれ得る。アク
セス・ポイント１１０は、ダウンリンクおよびアップリンク上で、任意の所与の瞬間に１
つまたは複数のユーザ端末１２０と通信し得る。ダウンリンク（すなわち、順方向リンク
）は、アクセス・ポイントからユーザ端末への通信リンクであり、アップリンク（すなわ
ち、逆方向リンク）は、ユーザ端末からアクセス・ポイントへの通信リンクである。ユー
ザ端末はまた、別のユーザ端末とピアツーピアで通信し得る。システム・コントローラ１
３０は、アクセス・ポイントに結合し、アクセス・ポイントのための調整および制御を提
供する。
【００１９】
　[0049]　以下の開示の一部は、特定の態様では、空間分割多元接続（ＳＤＭＡ）を介し
て通信することが可能であるユーザ端末１２０を説明するが、ユーザ端末１２０はまた、
ＳＤＭＡをサポートしないいくつかのユーザ端末を含み得る。かくして、そのような態様
では、ＡＰ１１０は、ＳＤＭＡユーザ端末と非ＳＤＭＡユーザ端末の両方と通信するよう
に構成され得る。この手法は、便宜上、ＳＤＭＡをサポートしないより古いバージョンの
ユーザ端末（「レガシ」局）が企業で展開され続けることを可能にし、それらの耐用年数
を延ばす一方で、より新しいＳＤＭＡユーザ端末が、適切であると判断される場合、導入
されることを可能にし得る。
【００２０】
　[0050]　システム１００は、ダウンリンクおよびアップリンク上でのデータ送信のため
に、複数の送信アンテナおよび複数の受信アンテナを用いる。アクセス・ポイント１１０
には、Ｎａｐ個のアンテナが装備され、ダウンリンク送信のための多入力（ＭＩ）と、ア
ップリンク送信のための多出力（ＭＯ）とを表す。選択されたＫ個のユーザ端末１２０の
セットは、集合的にダウンリンク送信のための多出力と、アップリンク送信のための多入
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力とを表す。純粋なＳＤＭＡでは、Ｋ個のユーザ端末に対するデータ・シンボル・ストリ
ームが、何らかの手段により、コード、周波数、または、時間で多重化されていない場合
に、Ｎａｐ≦Ｋ≦１を有することが望ましい。ＴＤＭＡ技術、ＣＤＭＡを用いた異なるコ
ードチャネル、ＯＦＤＭを用いて互いに素な（disjoint）サブバンドのセット、などを使
用して、データ・シンボル・ストリームが多重化されることができる場合に、Ｋは、Ｎａ
ｐよりも大きくなり得る。各選択されたユーザ端末は、アクセス・ポイントにユーザ固有
のデータを送信し、および／またはアクセス・ポイントからユーザ固有のデータを受信し
得る。一般に、各選択されたユーザ端末には、１つまたは複数のアンテナ（すなわち、Ｎ

ｕｔ≧１）が装備され得る。Ｋ個の選択されたユーザ端末は、同じ数のアンテナを有する
ことができ、あるいは１つまたは複数のユーザ端末は、異なる数のアンテナを有し得る。
【００２１】
　[0051]　ＳＤＭＡシステム１００は、時分割複信（ＴＤＤ）システムまたは周波数分割
複信（ＦＤＤ）システムであり得る。ＴＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリ
ンクは、同じ周波数帯域を共有する。ＦＤＤシステムでは、ダウンリンクおよびアップリ
ンクは、異なる周波数帯域を使用する。ＭＩＭＯシステム１００はまた、送信のために、
単一のキャリアまたは複数のキャリアを利用し得る。各ユーザ端末には、（例えば、コス
トを低く抑えるために）単一のアンテナが、または（例えば、追加のコストがサポートさ
れることができる場合には）複数のアンテナが装備され得る。ユーザ端末１２０が、送信
／受信を異なるタイム・スロットに分けることによって同じ周波数チャネルを共有し、こ
こにおいて各タイム・スロットは異なるユーザ端末１２０に割り当てられ得る場合、シス
テム１００はまた、ＴＤＭＡシステムであり得る。
【００２２】
　[0052]　図２は、ＭＩＭＯシステム１００における、アクセス・ポイント１１０と、２
つのユーザ端末１２０ｍおよび１２０ｘとのブロック図を示す。アクセス・ポイント１１
０には、Ｎｔ個のアンテナ２２４ａ乃至２２４ａｐが装備されている。ユーザ端末１２０
ｍには、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２ｍａ乃至２５２ｍｕが装備されており、ユーザ端
末１２０ｘには、Ｎｕｔ,ｘ個のアンテナ２５２ｘａ乃至２５２ｘｕが装備されている。
アクセス・ポイント１１０は、ダウンリンクでは送信エンティティであり、アップリンク
では受信エンティティである。各ユーザ端末１２０は、アップリンクでは送信エンティテ
ィであり、ダウンリンクでは受信エンティティである。本書で使用される場合、「送信エ
ンティティ」は、ワイヤレス・チャネルを介してデータを送信することが可能な、独立し
て動作する装置またはデバイスであり、「受信エンティティ」は、ワイヤレス・チャネル
を介してデータを受信することが可能な、独立して動作する装置またはデバイスである。
以下の説明では、添字「ｄｎ」はダウンリンクを示し、添字「ｕｐ」はアップリンクを示
し、Ｎｕｐ個のユーザ端末はアップリンク上での同時送信のために選択され、Ｎｄｎ個の
ユーザ端末はダウンリンク上での同時送信のために選択される。ＮｕｐはＮｄｎに等しい
かまたは等しくない場合があり、ＮｕｐおよびＮｄｎは静的値（static value）であるか
または各スケジューリング間隔で変化し得る。ビーム・ステアリングまたは他の何らかの
空間処理技術が、アクセス・ポイント１１０および／またはユーザ端末１２０において使
用され得る。
【００２３】
　[0053]　アップリンク上では、アップリンク送信のために選択された各ユーザ端末１２
０において、ＴＸデータ・プロセッサ２８８が、データ・ソース２８６からトラヒック・
データを受信し、コントローラ２８０から制御データを受信する。ＴＸデータ・プロセッ
サ２８８は、ユーザ端末のために選択されたレートに関連付けられた符号化および変調ス
キームに基づいて、そのユーザ端末のためのトラヒック・データを処理（例えば、コード
化、インターリーブ、および変調）し、データ・シンボル・ストリームを提供する。ＴＸ
空間プロセッサ２９０が、そのデータ・シンボル・ストリームに空間処理を実施し、Ｎｕ

ｔ，ｍ個のアンテナのためのＮｕｔ，ｍ個の送信シンボル・ストリームを提供する。各送
信機ユニット（ＴＭＴＲ）２５４が、それぞれの送信シンボル・ストリームを受信および
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処理（例えば、アナログ変換、増幅、フィルタリング、周波数アップコンバート）して、
アップリンク信号を生成する。Ｎｕｔ，ｍ個の送信機ユニット２５４は、例えば、アクセ
ス・ポイント１１０に送信するための、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２からの送信のため
にＮｕｔ，ｍ個のアップリンク信号を提供する。
【００２４】
　[0054]　Ｎｕｐ個のユーザ端末は、アップリンク上での同時送信のためにスケジューリ
ングされ得る。これらのユーザ端末の各々は、そのそれぞれのデータ・シンボル・ストリ
ーム上で空間処理を実施し、その送信シンボル・ストリームのそれぞれのセットをアップ
リンク上でアクセス・ポイント１１０に送信し得る。
【００２５】
　[0055]　アクセス・ポイント１１０において、Ｎｕｐ個のアンテナ２２４ａ乃至２２４
ａｐは、アップリンク上で送信するＮｕｐ個のすべてのユーザ端末からアップリンク信号
を受信する。各アンテナ２２４は、それぞれの受信機ユニット（ＲＣＶＲ）２２２に受信
信号を提供する。各受信機ユニット２２２は、送信機ユニット２５４によって実施された
処理と補完的な処理を実施し、受信シンボル・ストリームを提供する。ＲＸ空間プロセッ
サ２４０は、Ｎｕｐ個の受信機ユニット２２２からのＮｕｐ個の受信シンボル・ストリー
ムに対して受信機空間処理を実施し、Ｎｕｐ個の復元されたアップリンク・データ・シン
ボル・ストリームを提供する。チャネル相関マトリクス逆変換（ＣＣＭＩ）、最小平均二
乗誤差（ＭＭＳＥ）、ソフト干渉消去（ＳＩＣ）、または、何らかの他の技術にしたがっ
て、受信機空間処理が実施され得る。復元された各々のアップリンク・データ・シンボル
・ストリームは、それぞれのユーザ端末によって送信されたデータ・シンボル・ストリー
ムの推定値である。ＲＸデータ・プロセッサ２４２は、各復元されたアップリンク・デー
タ・シンボル・ストリームを、そのストリームに使用されたレートによって処理（例えば
、復調、デインターリーブ、復号）して、復号されたデータを取得する。各ユーザ端末の
ための復号されたデータが、記憶のためにデータ・シンク２４４に、および／または、さ
らなる処理のためにコントローラ２３０に、提供され得る。
【００２６】
　[0056]　ダウンリンク上では、アクセス・ポイント１１０において、ＴＸデータ・プロ
セッサ２１０が、ダウンリンク送信のためにスケジューリングされたＮｄｎ個のユーザ端
末のために、データ・ソース２０８からトラヒック・データを受信し、コントローラ２３
０から制御データを受信し、場合によってはスケジューラ２３４から他のデータを受信す
る。さまざまなタイプのデータが、異なる伝送チャネル上で送られ得る。ＴＸデータ・プ
ロセッサ２１０は、各ユーザ端末のためのトラヒック・データを、そのユーザ端末のため
に選択されたレートに基づいて処理（例えば、コード化、インターリーブ、および変調）
する。ＴＸデータ・プロセッサ２１０は、Ｎｄｎ個のユーザ端末にＮｄｎ個のダウンリン
ク・データ・シンボル・ストリームを提供する。ＴＸ空間プロセッサ２２０は、Ｎｄｎ個
のダウンリンク・データ・シンボル・ストリーム上で（プリコーディングまたはビームフ
ォーミングのような）空間処理を実施し、Ｎｕｐ個のアンテナにＮｕｐ個の送信シンボル
・ストリームを提供する。各送信機ユニット２２２は、それぞれの送信シンボル・ストリ
ームを受信および処理して、ダウンリンク信号を生成する。Ｎｕｐ個の送信機ユニット２
２２は、例えばユーザ端末１２０に送信するために、Ｎｕｐ個のアンテナ２２４からの送
信のためにＮｕｐ個のダウンリンク信号を提供し得る。
【００２７】
　[0057]　各ユーザ端末１２０において、Ｎｕｔ，ｍ個のアンテナ２５２が、アクセス・
ポイント１１０からＮｕｐ個のダウンリンク信号を受信する。各受信機ユニット２５４は
、関連付けられたアンテナ２５２からの受信信号を処理し、受信シンボル・ストリームを
提供する。ＲＸ空間プロセッサ２６０は、Ｎｕｔ，ｍ個の受信機ユニット２５４からのＮ

ｕｔ，ｍ個の受信シンボル・ストリームに受信機空間処理を実施し、そのユーザ端末１２
０のための復元されたダウンリンク・データ・シンボル・ストリームを提供する。受信機
空間処理は、ＣＣＭＩ、ＭＭＳＥ、または何らかの他の技術にしたがって実施され得る。
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ＲＸデータ・プロセッサ２７０は、ユーザ端末ための復号されたデータを取得するために
、復元されたダウンリンク・データ・シンボル・ストリームを処理（例えば、復調、デイ
ンターリーブ、および復号）する。
【００２８】
　[0058]　各ユーザ端末１２０において、チャネル推定器２７８は、ダウンリンク・チャ
ネル応答を推定し、ダウンリンク・チャネル推定値を提供し、それは、チャネル利得推定
値、ＳＮＲ推定値、雑音分散などを含み得る。同様に、チャネル推定器２２８は、アップ
リンク・チャネル応答を推定し、アップリンク・チャネル推定値を提供する。各ユーザ端
末のためのコントローラ２８０は、典型的に、そのユーザ端末のためのダウンリンク・チ
ャネル応答マトリクスＨｄｎ，ｍに基づいて、ユーザ端末のための空間フィルタ・マトリ
クスを、導出する。コントローラ２３０は、有効アップリンク・チャネル応答マトリクス
Ｈup,effに基づいて、アクセス・ポイントのための空間フィルタ・マトリクスを導出する
。各ユーザ端末のためのコントローラ２８０は、フィードバック情報（例えば、ダウンリ
ンクおよび／またはアップリンク固有ベクトル、固有値、ＳＮＲ推定値など）をアクセス
・ポイント１１０に送り得る。コントローラ２３０および２８０はまた、それぞれ、アク
セス・ポイント１１０およびユーザ端末１２０における、さまざまな処理ユニットの動作
を制御し得る。
【００２９】
　[0059]　図３は、ワイヤレス通信システム１００内で用いられ得るワイヤレス・デバイ
ス３０２において利用され得るさまざまなコンポーネントを例示する。ワイヤレス・デバ
イス３０２は、本書で説明されるさまざまな方法をインプリメントするように構成され得
るデバイスの例である。ワイヤレス・デバイス３０２は、アクセス・ポイント１１０また
はユーザ端末１２０をインプリメントし得る。
【００３０】
　[0060]　ワイヤレス・デバイス３０２は、ワイヤレス・デバイス３０２の動作を制御す
るプロセッサ３０４を含み得る。プロセッサ３０４はまた、中央処理装置（ＣＰＵ）と呼
ばれ得る。読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）の両
方を含み得るメモリ３０６は、プロセッサ３０４に命令およびデータを提供する。メモリ
３０６の一部はまた、不揮発性ランダム・アクセス・メモリ（ＮＶＲＡＭ）を含み得る。
プロセッサ３０４は、メモリ３０６内に記憶されているプログラム命令に基づいて、論理
および演算動作を実施し得る。メモリ３６０における命令は、本書で説明される方法をイ
ンプリメントするように実行可能であり得る。
【００３１】
　[0061]　プロセッサ３０４は、１つまたは複数のプロセッサでインプリメントされた処
理システムのコンポーネントであり得るか、それを備え得る。１つまたは複数のプロセッ
サは、汎用マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル・シグナル・プロセッ
サ（ＤＳＰ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブ
ル論理デバイス（ＰＬＤ）、コントローラ、ステート・マシン、ゲート論理、離散ハード
ウェア・コンポーネント、専用ハードウェア有限ステート・マシン、または計算あるいは
情報の他の操作を実施することができる任意の他の適切なエンティティの任意の組み合わ
せでインプリメントされ得る。
【００３２】
　[0062]　処理システムはまた、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体を含み得る
。ソフトウェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハ
ードウェア記述言語、またはその他で呼ばれるか否かに関わらず、命令のいずれのタイプ
も意味するように広く解釈されるべきである。命令は、（例えば、ソース・コード・フォ
ーマット中に、２進コード・フォーマット中に、実行可能コード・フォーマット中に、ま
たはコードの任意の他の適切なフォーマット中に）コードを含み得る。命令は、１つまた
は複数のプロセッサによって実行されるとき、処理システムに、本書に説明されるさまざ
まな機能を実施させる。
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【００３３】
　[0063]　ワイヤレス・デバイス３０２はまた、ワイヤレス・デバイス３０２と遠隔ロケ
ーションとの間でのデータの送信および受信を可能にするために、送信機３１０および受
信機３１２を含み得るハウジング３０８を含み得る。送信機３１０および受信機３１２は
、トランシーバ３１４に組み合わされ得る。単数のまたは複数のトランシーバ・アンテナ
３１６が、ハウジング３０８に取り付けられ、トランシーバ３１４に電気的に結合され得
る。ワイヤレス・デバイス３０２はまた、（図示されていない）複数の送信機と、複数の
受信機と、複数のトランシーバとを含み得る。
【００３４】
　[0064]　ワイヤレス・デバイス３０２はまた、トランシーバ３１４によって受信された
信号のレベルを検出および定量化するために使用され得る信号検出器３１８を含み得る。
信号検出器３１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、
パワー・スペクトル密度、および他の信号のような信号を検出し得る。ワイヤレス・デバ
イス３０２はまた、信号を処理する際に使用するためのデジタル・シグナル・プロセッサ
（ＤＳＰ）３２０を含み得る。
【００３５】
　[0065]　ワイヤレス・デバイス３０２のさまざまなコンポーネントは、バス・システム
３２２によって共に結合され得、それは、データ・バスに加えて、電力バス、制御信号バ
ス、およびステータス信号バスを含み得る。
【００３６】
　[0066]　いくつかの態様では、広範囲の制御情報が、８０２．１１プロトコルを使用し
て複数のＳＴＡ間および／またはＡＰ間で交換され得る。例えば、ＳＴＡは、ワイヤレス
・デバイス間のより有効な通信を促進するために、バッファ状態（ＢＳ）フィードバック
、チャネル品質情報フィードバック、リソース割り当て、パワー・セーブ（ＰＳ）フィー
ドバックなどを交換し得る。この制御情報は、ＳＴＡ間および／またはＡＰ間で交換され
たフレーム内のどこかでシグナリングされる必要があり得る。いくつかの態様では、さま
ざまなコンテナ（例えば、フレーム、要素、フィールド）中にこの情報を含むことが、設
計の複雑さを高め得る。さらに、（例えば、制御、管理、データなどのような）複数のタ
イプのフレームのアグリゲーションにこの制御情報を含むことが、媒体アクセス制御（Ｍ
ＡＣ）ＭＡＣオーバーヘッドを増大させ得る。したがって、このような制御情報をより良
好に交換するために、ＭＡＣフレームにおいて新しいタイプの制御フィールドを規定する
ことが、有益であり得る。このような新しいタイプの制御フィールドにおいて、制御フィ
ールドは、１つまたは複数のＭＡＣフレームでさまざまな制御情報を伝達する１つまたは
複数の制御フィールドを備え得る。さらに、その新しいタイプの制御フィールドは、１つ
または複数の制御フィールドの終端を指示し得、各制御フレームにおける可変の量の情報
を含むように生成され得る。
【００３７】
　[0067]　図４は、物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコ
ル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フレーム４００の例としての実施形態を例示する図で
ある。図４に示されているように、ＰＰＤＵフレーム４００は、ＭＡＣヘッダ・フィール
ド４５０、ペイロード・データ・フィールド４６０、およびフレーム・チェック・シーケ
ンス（ＦＣＳ）フィールド４７０を備えるＰＬＣＰサービス・データ・ユニット（ＰＳＤ
Ｕ）４８０および物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダ４１５を備える。ＰＳＤＵ４８０は、ＰＰ
ＤＵ４００のペイロード部分４８０とも呼ばれ得る。ＰＨＹヘッダ４１５は、次のＯＦＤ
Ｍ信号を取得し、復調器を同期化およびトレーニングする（train）ために、使用され得
、ペイロード部分４８０の伝達および復調に役立ち得る。
【００３８】
　[0068]　図５は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フレーム５００の例としての実施形態を
例示する図である。いくつかの実施形態では、ＭＡＣフレーム５００は、媒体アクセス制
御プロトコル・データ・ユニット（ＭＰＤＵ）フレームを備え得る。いくつかの実施形態
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では、ＭＡＣフレーム５００は、図４に関連して事前に説明されたように、ペイロード部
分４８０に対応し得る。示されているように、ＭＡＣフレーム５００は、１２個の異なる
フィールドを含む、フレーム制御（ｆｃ）フィールド５１０、持続時間／識別（ｄｕｒ）
フィールド５２５、受信機アドレス（ａ１）フィールド５３０、送信機アドレス（ａ２）
フィールド５３５、宛先アドレス（ａ３）フィールド５４０、シーケンス制御（ｓｃ）フ
ィールド５４５、第４アドレス（ａ４）フィールド５５０、サービス品質（ＱｏＳ）制御
（ｑｃ）フィールド５５５、ハイ・スループット（ＨＴ：high throughput）／超ハイ・
スループット（ＶＨＴ：very high throughput）制御フィールド５６０、フレーム体（５
６８）、およびフレーム・チェック・シーケンス（ＦＣＳ）フィールド４７０。これらフ
ィールド５１０乃至５６５のうちのいくつかまたはすべてが、図４のＭＡＣヘッダ４５０
を構成し得る。いくつかの実施形態では、ＭＡＣフレーム５００のフレーム制御フィール
ド５１０のプロトコル・バージョン・フィールドは、０、または１、または１より大きい
可能性がある。
【００３９】
　[0069]　図６は、高効率（ＨＥ）制御フィールド６６０の例としての実施形態を例示す
る図である。図６の最上部は、ハイ・スループット（ＨＴ）制御フィールド６００の例と
してのフォーマットを示す。いくつかの実施形態では、ＨＴ制御フィールドは、図５のＨ
Ｔ／ＶＨＴ制御フィールド５６０に対応し得る。図６に示されているように、ＨＴ制御フ
ィールド６００は、超ハイ・スループット（ＶＨＴ）フィールド６０１、ＨＴ制御中間フ
ィールド６０２、アクセス・カテゴリ（ＡＣ）制約フィールド６０３、および逆方向グラ
ント（ＲＤＧ）／より多くの物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ・プロトコル
・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フィールド６０４を備える。ＨＴ制御フィールド６００
の下には、ＨＴ制御中間フィールド６０２の例としてフォーマットの拡大図がある。いく
つかの態様では、ＨＴ制御中間フィールドは、リンク適応制御フィールド６１０、キャリ
ブレーション位置フィールド６１１、キャリブレーション・シーケンス・フィールド６１
２、第１のリザーブド・フィールド６１３、チャネル状態情報（ＣＳＩ）／ステアリング
（steering）フィールド６１４、ＨＴヌル・データ・パケット（ＮＤＰ）告知フィールド
６１５、第２のリザーブド・フィールド６１６、および優先廃棄インジケータ（ＤＥＩ：
drop eligibility indicator）フィールド６１７を備え得る。
【００４０】
　[0070]　図６における拡大されたＨＴ制御中間フィールド６０２の下には、ＨＴ制御中
間フィールド６０２の第２の例としてフォーマット６２０の第２の拡大図がある。この実
施形態では、ＨＴ制御フィールド６００のＶＨＴフィールド６０１は、ＨＴ制御フィール
ド６００がＨＴ制御フィールド６００のＶＨＴバリアントにおいて構成されていることを
指示するために、１の値に設定される。図６に示されているように、ＨＴ制御フィールド
・フォーマット６２０は、ＶＨＴフィールド６０１、リザーブド・フィールド６２１、変
調および符号化スキーム（ＭＣＳ）要求（ＭＲＱ）フィールド６２２、ＭＣＳ要求シーケ
ンス識別子（ＭＳＩ）／時空間ブロック符号化（ＳＴＢＣ）フィールド６２３、ＭＣＳフ
ィードバック・シーケンス識別子（ＭＦＳＩ）／グループ識別子最低ビット（ＧＩＤ－Ｌ
）フィールド６２４、ＭＣＳフィードバック（ＭＦＢ）フィールド６２５、ＧＩＤ最高ビ
ット（ＧＩＤ－Ｈ）フィールド６２６、符号化タイプ・フィールド６２７、フィードバッ
ク送信機（Ｔｘ）タイプ・フィールド６２８、および未承諾（unsolicited）ＭＦＢフィ
ールド６２９を備える。
【００４１】
　[0071]　図６における第２の拡大されたＨＴ制御中間フィールド６２０の下には、ＨＥ
制御フィールド６６０の例としてフォーマットの拡大図がある。この実施形態では、ＨＥ
制御フィールド６６０がＨＴ制御フィールド６００のＶＨＴバリアントのＨＥバリアント
として構成されていることを指示するために、第２のフィールドまたはビットが１に設定
され、ＨＴ制御フィールド６００のＶＨＴフィールド６０１は、１の値に設定される。図
６に示されているように、ＨＥ制御フィールド６６０は、ＨＥインジケータ・フィールド
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６６１、制御識別子（ＩＤ）フィールド６６２、ＨＥ制御の終端（ＥＯＨ）フィールド６
６３、および制御情報フィールド６６４を備える。いくつかの態様では、ＨＥインジケー
タ・フィールド６６１は、上述の第２のフィールドを備え、または、図６のリザーブド・
フィールド６２１は、ＨＴ制御フィールド６００がＨＴ制御フィールド６００のＶＨＴバ
リアントのＨＥバリアントとして構成されるかどうかを指示する。例えば、いくつかの実
施形態では、ＨＥインジケータ・フィールド６６１が０に設定される場合、ＭＡＣフレー
ム５００のＨＴ制御フィールドは、ＨＴ制御フィールド６００のフォーマットを備える。
ＨＥインジケータ・フィールド６６１が１に設定される場合、ＭＡＣフレーム５００のＨ
Ｔ制御フィールドは、ＨＥ制御フィールド６６０を備える。制御ＩＤフィールド６６２は
、制御情報フィールド６６４に含まれる情報のコンテンツ、タイプ、および／または長さ
の指示を備え得る。いくつかの実施形態では、制御ＩＤフィールド６６２は、１乃至６の
間のビットを備え得る。ＥＯＨフィールドまたは制御の終端フィールド６６３は、ＭＡＣ
フレーム（例えば、図５のＭＡＣフレーム５００）において選択された数のＨＥ制御フィ
ールド６６０の終端、またはＭＡＣフレーム５００における別のＨＥ制御フィールド６６
０の存在を指示するインジケータを記憶し得る。いくつかの実施形態では、ＥＯＨフィー
ルド６６３は、１乃至６の間のビットを備え得る。
【００４２】
　[0072]　例えば、図７Ａは、複数のＨＥ制御フィールド６６０を備えるＨＥ制御フィー
ルド６６０を備える、例としてのＭＡＣフレーム７００の図である。図７Ａは、図５のＭ
ＡＣフレーム５００に類似し、それから適合されている。簡潔にするために、ＭＡＣフレ
ーム５００と７００との間の違いのみが、本書では説明される。図７Ａに示されているよ
うに、ＨＥ制御フィールド６６０は、ＱｏＳ制御フィールド５５５の後に位置し、（この
ようなフィールドが存在する場合、）各ＨＥ制御フィールド６６０の制御情報フィールド
６６４に含まれる情報の量および／またはタイプおよび／または存在するＨＥ制御フィー
ルドの数に依存する可変の長さを備え得る。いくつかの態様では、ＨＥ制御フィールド６
６０の存在は、ＱｏＳ ＭＡＣフレーム・フィールド５５５のフレーム制御（ＦＣ）フィ
ールドの順序フィールド（order field）（すなわち、ＨＴ制御フィールドの存在を指示
する同様のシグナリング）において指示される。いくつかの実施形態では、各ＨＥ制御フ
ィールド６６０の制御情報フィールド６６４および／またはＨＥ制御フィールド６６０の
長さは、２または４バイトの倍数に制限され得る。図７Ａにさらに示されるように、ＨＥ
制御フィールド６６０は、０乃至ｎの範囲の数のＨＥ制御フィールド６６０を備え得、こ
こにおいてｎは、１より大きいかそれと同等の整数である。ＨＥ制御フィールド６６０（
１－ｎ）は、図７Ａに示されているものと同じ方法で順々に連結され得る。いくつかの実
施形態では、最後のｎ－１の、ＨＥ制御フィールド６６０のＨＥインジケータ・フィール
ド６６１およびＶＨＴフィールド６０１は、第１のＨＥ制御フィールドがこの第１のフィ
ールドとＨＴ制御フィールドのＶＨＴバリアントおよびＨＴ制御フィールドとを区別する
ことが単に求められ得る場合、他の情報またはシグナリングを伝達するために再利用およ
び／またはリプロポーズされ得る。ＭＡＣフレーム７００はまた、暗号ブロック連鎖メッ
セージ認証コード（ＣＢＣ－ＭＡＣ：cipher-block chaining message authentication c
ode）プロトコル（ＣＣＭＰ）ヘッダ・フィールド７６５を有するカウンタ・モード（Ｃ
ＴＲ）を備える。いくつかの実施形態では、１つまたは複数のＨＥ制御フィールドは、Ｃ
ＣＭＰ／ＧＣＭＰヘッダ・フィールドの前にあり、または（このフィールドが存在しない
場合）、それらはＭＡＣフレーム（例えば、ＭＡＣフレーム５００、７００）のペイロー
ド（例えば、フレーム体５６８）の前にある。ＭＡＣフレーム７００におけるＨＥ制御フ
ィールド６６０に対するいくつかの非制限的な利益は、ＨＥ制御フィールド６６０フォー
マットが、それが現存するＨＴ制御フィールド６００のフレキシブルなバリアントである
という点で後方互換的であり得ること、ＨＥ制御フィールド６６０フォーマットがまた本
書に論じられるように将来の補正のために拡張可能であり得るという点において前方互換
的であり得ること、ＨＥ制御フィールド６６０がＡ－ＭＰＤＵにおいて複数のフレームの
アグリゲーションを防ぐことによってオーバーヘッドを減じ得ること、ＨＥ制御フィール
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ド６６０が効率を向上させるためにピアＳＴＡまたはＡＰによって使用されることができ
る広範囲のフィードバック情報を伝達し得るという点において柔軟性を増大させ得ること
、並びに、他の利益を提供すること、を含む。
【００４３】
　[0073]　例としての実施形態では、ＭＡＣフレーム７００は、５個（５）の連結された
ＨＥ制御フィールド６６０を備え得、ＥＯＨフィールド６６３は、別のＨＥ制御フィール
ド６６０の存在を指示するための第１の４個の（４）ＨＥ制御フィールドにおいて０の値
に設定され得、第５すなわち最後のＨＥ制御フィールド６６０におけるＥＯＨフィールド
６６３は、第５のＨＥ制御フィールド６６０がＭＡＣフレームにおける最後のＨＥ制御フ
ィールド６６０すなわち終端であることを指示するために、１に設定され得る。
【００４４】
　[0074]　図７Ｂは、複数のＨＥ制御フィールド７９５を備えるＨＥのアグリゲートされ
た制御（ＨＥ Ａ制御）フィールド７９５を備える、例としての略式のＭＡＣフレーム７
９９の図である。図７Ｂは、図７のＭＡＣフレーム７００に類似し、それから適合されて
いる。簡潔にするために、ＭＡＣフレーム７００と７９９との間の違いのみが、本書では
説明される。図７Ｂに示されているように、ＨＥ制御フィールド７９５は、サービス識別
子（ＳＩＤ）フィールド７９０の後に位置されている。ＳＩＤフィールド７９０は、図７
ＡのＡ１ ５３０またはＡ２ ５３５フィールドを備え得る。図７Ｂに示されているように
、ＨＥ制御フィールド７９５は、制御ＩＤフィールド７９７、リザーブ・フィールド７９
８を備え、図７ＡのＨＥ制御フィールド６６０のＨＥフィールド６６１およびＶＨＴフィ
ールド６０１を省略している。いくつかの態様では、略式のＭＡＣフレーム７９９は、他
のＭＡＣフレームより小さいＭＡＣオーバーヘッド（例えば、６乃至８バイト）を有し得
、それは、（Ａ－ＭＰＤＵにおいてＭＰＤＵをアグリゲートするのではなく）ＨＥ制御フ
ィールドをアグリゲートすることに加え、ＭＡＣオーバーヘッドを減じる。いくつかの態
様では、複数のＨＥ制御フィールド７９５のうちの第１のＨＥ制御フィールド７９５（例
えば、図７Ｂに示されている７９５（１））は、制御ＩＤフィールド７９７において最低
の制御ＩＤ値を有するＨＥ制御フィールド７９５に対応し得る。いくつかの実施形態では
、次のＨＥ制御フィールド７９５は、制御ＩＤフィールド７９７の減少しない値（non-de
creasing values）によって、順序付けされ得る。いくつかの態様では、複数のＨＥ制御
フィールド７９５のうちの第１のＨＥ制御フィールド７９５（例えば、図７Ｂに示されて
いる７９５（１））は、制御ＩＤフィールド７９７における０と同等の制御ＩＤ値を有す
るＨＥ制御フィールド７９５に対応し得る。この実施形態では、次のＨＥ制御フィールド
７９５は、制御ＩＤフィールド７９７の値に基づいて順序付けされない場合がある。
【００４５】
　[0075]　いくつかの態様では、パディング・フィールド（padding field）（図示され
ていない）が、アグリゲートされたＨＥ制御フィールド７９５の最後のＨＥ制御フィール
ド７９５（例えば、７９５（ｎ））に後続し得る。パディング・フィールドは、ＨＴ制御
フィールド（例えばＨＴ制御フィールド６００）において伝達されるときにアグリゲート
されたＨＥ制御フィールド７９５の値が特定の長さ要件（例えば３０ビット）を満たすよ
うに、含まれ得る。いくつかの態様では、いつパディングが開始するか（例えば、パディ
ング・フィールドの位置）の指示は、アグリゲートされたＨＥ制御フィールド７９５（例
えば、ＨＥ制御フィールド７９５のうちの１つまたは複数のＥＯＨフィールド６６３、ま
たはリザーブド・フィールド７９８）のフィールドに含まれ得る。いくつかの態様では、
その指示はまた、パディング・コンテンツ（例えば、０、１または他の値のシーケンス）
を含み得る。他の態様では、指示がない場合があり、パディングは、０のシーケンスを備
え得る。いくつかの態様では、パディングは、０のシーケンスを備え得、パディングの開
始は、ＨＥ制御フィールド７９５の終端の後に（制御ＩＤ値のサイズに応じた最大の長さ
を有する）０のシーケンスの存在（occurrence）によって、ＨＥ制御フィールド７９５を
受信するデバイスによって決定され得る。いくつかの態様では、ＨＥ制御フィールド７９
５は、第１のおよびただ１つのＨＥ制御フィールド７９５である（とともに制御ＩＤフィ
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ールド７９７において０値を有する）か、制御ＩＤフィールド７９７のノン・ゼロ値を有
する最後のＨＥ制御フィールド７９５である。
【００４６】
　[0076]　いくつかの態様では、フレーム制御フィールド５１０におけるビットは、制御
ラッパー・フォーマットが再定義されることを指示し得る。例えば、任意のリザーブド・
フィールドが、制御ラッパー・フォーマットが再定義されることを指示するために使用さ
れることができる。他の態様では、任意の制御フレームのＦＣフィールド５１０の順序ビ
ットの使用が、それぞれの制御フレームにおけるＨＥ Ａ制御フィールド７９５の存在を
指示し得る。
【００４７】
　[0077]　いくつかの態様では、略式のＭＡＣフレーム７９９は、ＭＡＣヘッダ部分（図
示されていない）、アグリゲートされたＨＥ制御フィールド７９５およびＦＣＳフィール
ド４７０を備え得る。いくつかの実施形態では、ＭＡＣヘッダ部分は、図７Ｂに示されて
いるＳＩＤフィールド７９０およびＦＣフィールド５１０を備える。いくつかの態様では
、略式のＭＡＣフレーム７９９は、ＨＥ Ａ制御フレーム７９９と呼ばれ得る。いくつか
の実施形態では、ＨＥ Ａ制御フレーム７９９は、制御フレームの新しいサブタイプとし
て定義され得る。他の態様では、ＨＥ Ａ制御フレーム７９９は、マルチＳＴＡブロック
肯定応答（ＢＡ）フレームにおいて伝達され得る。ＨＥ Ａ制御フレーム７９９を伝達す
るためのマルチＳＴＡ ＢＡフレームの使用は、それがＡＰ ＳＴＡと非ＡＰ ＳＴＡとの
両方によって生成されることができるので、有益であり得る。さらに、マルチＳＴＡ Ｂ
Ａフレームは、ＨＥ制御情報をシグナリングする統一された方法を提供し得、ＳＴＡが、
必要なとき／要求されるときにすぐに、無制限に、必要なＨＥ制御情報を送ることを可能
にすることができる。ＨＥ Ａ制御フレーム７９９は、ＭＵ－ＵＬまたはＭＵ－ＤＬ送信
をトリガするために使用されるトリガ・フレームにおいて伝達され得る。
【００４８】
　[0078]　上述のように、制御情報フィールド６６４において情報のコンテンツ、タイプ
、および／または長さは、制御ＩＤフィールド６６２自体の値、または、ＨＥ制御フィー
ルド６６０自体に加えられ得る長さフィールドの値に依存し得る。図８Ａは、制御ＩＤフ
ィールド６６２の例としての値のチャートであり、それらの値が制御情報フィールド６６
４における情報について指示するもののチャートである。図８Ａにおいて示されるように
、縦列８０１は、制御ＩＤフィールド６６２のためのさまざまな値を示し、縦列８０２は
、制御情報フィールド６６４に含まれるさまざまな制御情報を、および括弧の中は制御情
報フィールド６６４の例としてのサイズを示し、縦列８０３は、制御情報フィールド６６
４に含まれる制御情報に関わるさまざまな説明を示す。例えば、図８Ａの横列８１０に示
されるように、制御ＩＤフィールド６６２における０の値は、先行するＭＰＤＵフレーム
の成功した受信（ＲＸ）を指示し、制御情報フィールド６６４は、肯定応答（ＡＣＫ）情
報を備え、制御ＩＤフィールド６６２における１の値は、先行するＭＰＤＵフレームの失
敗した受信を指示し、制御情報フィールド６６４は、否定応答（ＮＡＣＫ）情報を備え得
る。ＨＥ制御情報フィールド６６０にＡＣＫ／ＮＡＣＫを含むことのいくつかの非制限的
な利益は、ＡＣＫメッセージをアグリゲートする必要性が無く、そのことがＭＡＣオーバ
ーヘッドを減じ得ることと、ＨＥ制御フィールド６６０がＮＡＣＫメッセージのための有
効なシグナリングを提供し得ることである。図８Ａで提供される値および説明は、例であ
り、異なる制御ＩＤフィールド６６２の値に関わる他のコンテンツおよび説明が可能であ
る。例えば、制御ＩＤフィールド６６２はまた、ターゲット待ち時間（ＴＷＴ）に関わる
情報、パワー制御シグナリング、リンク適合情報、動作モードの変化（例えば、ＲＴＳ／
ＣＴＳ命令を可能にすること、ＢＳＳ動作機能性を（ベースラインＭＣＳ／ＳＳ／ＢＷな
ど）を減少または増加させること）、エネルギー検出情報、性能測定基準（performance 
metric）、協調／スケジューリング情報、基本サービス・セット（ＢＳＳ）関連のシグナ
リングなど、を指示し得る。
【００４９】
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　[0079]　図８Ｂは、図７Ｂの制御ＩＤフィールド７９７の他の例としての値のチャート
であり、それらの値が制御フィールド６６４における情報について指示するもののチャー
トである。
【００５０】
　[0080]　図８Ａの横列８１１および８１２に示されるように、制御ＩＤフィールド６６
２または７９７に示される情報のタイプの別の例は、４乃至１３０の範囲またはそれより
大きいバイトを備え得るＢＡ情報、および４バイトを備え得るＢＡＲ情報を含む。図９は
、制御ＩＤフィールド６６２がＢＡＲまたはＢＡ情報を指示する場合の、制御情報フィー
ルド６６４フォーマットの図である。例えば、図８Ａに関連して、制御ＩＤフィールド６
６２値が２であるとき、それはＢＡＲを指示し、ＨＥ制御フィールド９６０の制御情報フ
ィールド６６４は、ＢＡＲ制御フィールド９７１およびＢＡＲ情報フィールド９７２を備
える。同様に、図７Ｂおよび８Ｂに関連して、制御ＩＤフィールド７９７が２であるとき
、それはＢＡＲを指示し、ＨＥ制御フィールド９６０の制御情報フィールド６６４は、Ｂ
ＡＲ制御フィールド９７１およびＢＡＲ情報フィールド９７２を備える。図８Ａおよび８
Ｂに示されているように、制御ＩＤフィールド６６２および７９７における２の値が、制
御ＩＤフィールド６６２および７９７ならびに制御情報フィールド６６４が情報関連のＢ
ＡＲを含むことを指示するのに対し、制御ＩＤフィールド６６２および７９７における他
の値もまた、ＢＡＲ情報を指示することが可能である。いくつかの態様では、ＢＡＲ制御
フィールド９７１は、２バイトを備え、ＢＡＲ情報フィールド９７２は、可変数のバイト
を備える。別の例では、制御ＩＤフィールド６６２の値が３であるとき、それは事前に受
信されたＭＰＤＵの受信状態を指示するＢＡを指示し、制御情報フィールド６６４は、Ｂ
Ａ制御フィールド９８１およびＢＡ情報フィールド９８２を備える。いくつかの態様では
、ＢＡＲ制御フィールド９８１は、２バイトを備え、ＢＡＲ情報フィールド９８２は、可
変数のバイトを備える。ＨＥ制御情報フィールド６６０にＢＡＲ／ＢＡを含むことのいく
つかの非制限的な利益は、ＢＡＲ／ＢＡメッセージをアグリゲートする必要性が無く、そ
のことがＭＡＣオーバーヘッドを減じ得ることである。
【００５１】
　[0081]　図１０は、ワイヤレス通信システム１００における例としてのフレーム交換１
０００を示す時系列図である。図１０の実施形態では、ＡＰおよびＳＴＡ１は、（トラヒ
ック識別子ＴＩＤ１、ＴＩＤ２を備える）２ダウンリンク（ＤＬ）ＢＡと、（ＴＩＤ３を
備える）１アップリンク（ＵＬ）ＢＡとのセッションを、送信機会（ＴＸＯＰ）１０１０
内で生じるように、ネゴシエートし得る。ＡＰは、ＴＩＤ２を備えるアグリゲートされた
ＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）１００２においてＴＩＤ１（例えば、ＨＥ制御フィールド１０
６２に含まれるＢＡＲ１）をＢＡに要求する。示されているように、ＳＴＡ１は、２ＢＡ
、ＴＩＤ１（ＢＡＲ１）のためのＢＡ１、およびＴＩＤ３を備えるＡ－ＭＰＤＵ１００４
におけるＴＩＤ２（Ａ－ＭＰＤＵ１００２）のためのＢＡ２で応答する。Ａ－ＭＰＤＵ１
００４は、ＢＡ１、ＢＡ２および保護を増大させるための巡回冗長検査（ＣＲＣ）を含む
ＨＥ制御フィールド１０６４を備える。ＴＩＤ３を備えるＡ－ＭＰＤＵ１００４に応答し
て、ＡＰはＢＡ３ １００６を送信する。図示されているように、いくつかの実施形態で
は、ＨＥ制御フィールド１０６４のみがＣＲＣを含むのに対し、ＡＰおよび／またはＳＴ
Ａ１は、保護を増大させるためにＨＥ制御フィールドにＣＲＣを加えることができる。例
としてフレーム交換１０００に示されるＨＥ制御フィールドの使用は、約６０バイトだけ
ＴＸＯＰ１０１０内のＭＡＣオーバーヘッドを減じ得る。これらのバイトは、制御フレー
ムをアグリゲートすることによって誘発される単一点障害（single point of failure）
を除去するために使用され得る。例えば、ＨＥ制御フィールドは、各ＭＰＤＵに加えられ
ることができ、８ビットのＣＲＣによって保護されることができる。
【００５２】
　[0082]　図８Ａの横列８１３に示されるように、制御ＩＤフィールド６６２または７９
７に示される情報のタイプの別の例は、可変数のバイトを備え得るＭＣＳフィードバック
情報、およびチャネル品質情報（ＣＱＩ）を含む。ＣＱＩおよびＭＣＳフィードバック情
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報は、チャネル品質および／またはＭＣＳに関わる情報を、互いに通信しているＳＴＡに
提供し得る。例えば、通信の対象となる受信機であるＳＴＡは、送信するＳＴＡがＭＣＳ
、チャネル、空間ストリーム、または送信のための他の送信パラメータの適切な選択をし
得るように、好ましいＭＣＳレート、またはチャネル品質状態におけるアップデートを、
送信するＳＴＡ／ＡＰにシグナリングすることを要求し得る。図１１は、制御ＩＤフィー
ルド６６２がＣＱＩまたはＭＣＳフィードバック情報を指示する場合の、ＨＥ制御フィー
ルド１１６０の制御情報フィールド６６４フォーマットの図である。例えば、図８Ａに関
連して、制御ＩＤフィールド６６２値が４であるとき、それはＣＱＩまたはＭＣＳフィー
ドバック情報を指示し、制御情報フィールド６６４は、ＣＱＩ制御フィールド１１７１、
チャネル・ビットマップ・フィールド１１７２、サブチャネル・ビットマップ・フィール
ド１１７３、およびチャネル／ＭＣＳフィードバック・フィールド１１７４を備える。い
くつかの実施形態では、ＣＱＩ制御フィールド１１７１は、１バイトを備え得、チャネル
・ビットマップ・フィールド１１７２は、１バイトを備え得、サブチャネル・ビットマッ
プ・フィールド１１７３は、０乃至８バイトを備え得、チャネル／ＭＣＳフィードバック
・フィールド１１７４は、０乃至３倍の（times）複数の空間ストリーム（Ｎ）を備え得
る。図１１に示されるように、ＣＱＩ制御フィールド１１７１は、要求／応答フィールド
１１８１、ダイアログ・トークン・フィールド１１８２、サブチャネル・ビットマップ・
プレゼント・フィールド１１８３、チャネル／ＭＣＳ指示フィールド１１８４、およびリ
ザーブド・フィールド１１８５を備え得る。チャネル／ＭＣＳフィードバック・フィール
ド１１７４は、制御情報フィールド６６４がＣＱＩまたはＭＣＳフィードバック情報を伝
達しているかどうかに依存して２つの異なるフォーマットを備え得る。図１１に示されて
いるように、制御情報フィールド６６４がＭＣＳフィードバック情報を含むとき、チャネ
ル／ＭＣＳフィードバック・フィールド１１７４は、複数の空間ストリーム（ＮＵＭ＿Ｓ
ＴＳ）フィールド１１９１、ＭＣＳフィールド１１９２、ガード・インターバル（ＧＩ）
フィールド１１９３、マルチユーザ（ＭＵ）／符号化フィールド１１９４、信号対雑音比
（ＳＮＲ）フィールド１１９５、およびリザーブド・フィールド１１９６を備え得る。制
御情報フィールド６６４がチャネル・フィードバック情報を含むとき、チャネル／ＭＣＳ
フィードバック・フィールド１１７４は、ＳＮＲ、または受信信号強度インジケータ（Ｒ
ＳＳＩ）情報を含み得る異なるセットのフィールドを備え得る。
【００５３】
　[0083]　いくつかの実施形態では、ＣＱＩ／ＭＣＳフィードバックは、（例えば、チャ
ネル・ビットマップ・フィールド１１７２および／またはサブチャネル・ビットマップ・
フィールド１１７３のような）ビットマップによって特定されたように、ＯＦＤＭＡサブ
チャネルおよび／または各チャネルに対してＳＴＡによって要求／提供されることができ
る。サブチャネル・ビットマップ・プレゼント・フィールド１１８３は、フィードバック
がサブチャネルにおいて提供される／要求されるべきであるかどうかを指示し得、チャネ
ル／ＭＣＳ指示フィールド１１８４は、チャネル／ＭＣＳフィードバック・フィールド１
１７４が上述のようにＭＣＳフィードバックまたはチャネル・フィードバックを包含すべ
きであるかどうかを指示し得る。ＳＴＡは、要求するＳＴＡに２つのタイプの（パラメト
リックの、または統計的な）フィードバックを提供することができる。パラメトリック・
フィードバックは、ＳＴＡへの送信のために、要求するＳＴＡによって使用されるべき送
信パラメータの推奨されるセットを指示することができる。統計的なフィードバックは、
ＳＴＡにおいてチャネル／サブチャネルの品質を推定することを要求するＳＴＡに可能に
するチャネル推定測定基準（例えば、ＳＮＲ、ＲＳＳＩなど）のセットを指示し得る。
【００５４】
　[0084]　制御ＩＤフィールド６６２または７９７で指示される別のタイプの情報は、図
８Ａの横列８１４に示されるように、パワー・セーブ・ポール（ＰＳポール）情報を含む
。ＰＳポール情報は、ＵＬバッファ状態報告を含む情報パワー・セーブ（information a 
power-save）を、互いに通信しているＳＴＡに提供し得る。図１２は、制御ＩＤフィール
ド６６２がエンハンスドＰＳポール（ｅＰＳポール）情報を指示する場合の、制御情報フ
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ィールド６６４フォーマットの図である。例えば、図８Ａに関連して、制御ＩＤフィール
ド６６２値が５である場合、それはＵＬバッファ状態報告を含むｅＰＳポールを指示し、
ＨＥ制御フィールド１２６０の制御情報フィールド６６４は、ｅＰＳポール・フィールド
１２７０を備える。ｅＰＳポール・フィールド１２７０は、バッファ状態（ＢＳ）制御フ
ィールド１２７１およびＢＳ報告フィールド１２８０を備える。以下に示される図１２に
おけるｅＰＳポール・フィールド１２７０のように、ＢＳ制御フィールド１２７１は、要
求／応答フィールド１２７２、アクセス・カテゴリ（ＡＣ）制約フィールド１２７３、お
よびリザーブド・フィールド１２７４を備える。ＢＳ報告フィールド１２８０は、スケー
リング係数フィールド１２８１、バッファ可能ユニット（ＢＵ）長さフィールド１２８２
、およびリザーブド・フィールド１２８３を備える。スケーリング係数フィールド１２８
１は、ＳＴＡが広範囲のＢＵの長さをカバーすることを可能にし得る。特定の実施形態で
は、バッファ可能ユニット（ＢＵ）の長さは、オクテットでＢＵのサイズを指示し、一方
で特定の他の実施形態では、これは、ＢＵを送信するために必要な（例えば、μｓの単位
で、または、スケーリング係数で適切に計測された）持続時間を指示する。
【００５５】
　[0085]　いくつかの実施形態では、ＡＰは、ＡＰが認識し且つＵＬ通信のためにリソー
スを割り当てることができるように、ＳＴＡにＵＬ ＢＳ報告を提供するように要求し得
る。ＡＣ制約フィールド１２７３は、ＢＳ要求または応答が各ＡＣのためのものである（
ＡＣ制約フィールド１２７３は１）か、すべてのＡＣに共通のものである（ＡＣ制約フィ
ールド１２７３は０）かを指示し得る。いくつかの態様では、パワー・セーブ・シグナリ
ングは、ｅＰＳポール１２７０において提供され得る。
【００５６】
　[0086]　制御ＩＤフィールド６６２または７９７で指示される別のタイプの情報は、図
８Ａの横列８１５に示されるように、１バイトを備え得るＣＲＣベースの保護情報を含む
。ＣＲＣ情報は、ＭＡＣフレーム（例えば、図７ＡのＭＡＣフレーム７００）のためのＭ
ＡＣヘッダの先行するフィールドにＣＲＣベースの保護を提供し得る。図１３は、制御Ｉ
Ｄフィールド６６２がＣＲＣ情報を指示する場合の、制御情報フィールド６６４フォーマ
ットの図である。例えば、図８Ａに関連して、制御ＩＤフィールド６６２値が３１である
場合、それはＣＲＣ保護の存在を指示し、ＨＥ制御フィールド１３６０（ｄ）の制御情報
フィールド６６４は、ＣＲＣフィールド１３７０を備える。ＣＲＣフィールド１３７０は
、ＭＡＣフレーム（例えば、以下に記載のＭＡＣフレーム１３００）のすべての先行する
ＨＥ制御フィールドに対して、または、ＭＡＣフレームのＭＡＣヘッダに包含されるすべ
ての先行するフィールドに対して、保護を提供し得る。特定の実施形態では、ＣＲＣフィ
ールド１３７０は、ＨＥ制御フィールド１３６０の終端に常に存在し得、したがって、制
御ＩＤフィールドがＨＥ制御フィールドの終端を指示する必要が無い。
【００５７】
　[0087]　図１３に示されているように、ＨＥ制御フィールド１３６０（ｄ）は、ＭＡＣ
フレーム１３００のフィールドを備える。ＭＡＣフレーム１３００は、図７ＡのＭＡＣフ
レーム７００に類似し、それから適合されている。簡潔にするために、ＭＡＣフレーム７
００と１３００との間の違いのみが、本書では説明される。ＭＡＣフレーム１３００は、
複数のＨＥ制御フィールド１３６０を備える。図示されているように、ＭＡＣフレーム１
３００は、いくつかの態様では図９のＨＥ制御フィールド９６０に対応するＨＥ制御フィ
ールド１３６０（ａ）と、いくつかの態様では図１１のＨＥ制御フィールド１１６０に対
応するＨＥ制御フィールド１３６０（ｂ）と、いくつかの態様では図１２のＨＥ制御フィ
ールド１２６０に対応するＨＥ制御フィールド１３６０（ｃ）と、ＨＥ制御フィールド１
３６０（ｄ）と、を備え、（図示されていない）他のＨＥ制御フィールドを含み得る。い
くつかの態様では、複数のＨＥ制御フィールド１３６０のうちの１つまたは複数は、１つ
または複数のＳＴＡに宛てられ得る。例えば、ＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵにおいて、ＨＥ制御フ
ィールド１３６０（ａ）は、第１のＳＴＡに宛てられ得、ＨＥ制御フィールド１３６０（
ｂ）は、第２のＳＴＡに宛てられ得る。いくつかの態様では、ＨＥ制御フィールド１３６
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０の数は、ＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵの対象であるＳＴＡの数に基づき得る。例えば、ＤＬ Ｍ
Ｕ ＰＰＤＵが４個のＳＴＡを対象とする場合、ＰＰＤＵは、４個のＨＥ制御フィールド
１３６０を、各ＳＴＡに１個備え得るが、各ＳＴＡに対して多かれ少なかれ複数のＨＥ制
御フィールド１３６０もまた可能である。
【００５８】
　[0088]　いくつかの実施形態では、ＳＴＡは、すべての先行するＨＥ制御フィールドを
保護するためにＣＲＣフィールド１３７０を含むＨＥ制御フィールド１３６０（ｄ）を加
え得る（例えば、図１３に示されているオプション１は、ＭＡＣフレーム１３００のＨＥ
制御フィールド１３６０（ａ）乃至１３６０（ｄ）を保護する）。この実施形態に関わる
非制限的な利益は、それがＭＡＣフレーム１３００の残りからの制御情報シグナリングの
ための別個のエラー検出を可能にし得ることである。ＣＲＣパスは、制御情報がＦＣＳ状
態から独立して正確に受信されたことを指示する。他の実施形態では、ＣＲＣフィールド
１３７０は、ＭＡＣフレーム１３００のＭＡＣヘッダに含まれるすべての先行するフィー
ルドを保護する（例えば、図１３に示されているオプション２は、ＨＥ制御フィールド１
３６０（ａ）乃至（ｄ）と、ＭＡＣフレーム１３００のＦＣフィールド５１０までのすべ
ての先行するフィールドとを保護する）。この実施形態に関わる非制限的な利益は、それ
が重要な情報の早期検出を可能にし得ることである。この実施形態におけるＣＲＣ保護は
また、（例えば空間の再利用のために）非メンバーＳＴＡによって生じられようとメンバ
ーＳＴＡによって生じられようと、あるいは、ＭＡＣフレーム１３００の対象が特定のＳ
ＴＡであろうと、そうでなかろうと、（例えば、ＴＸＯＰ保護およびパワー・セーブのた
めに）ネットワーク割り当てベクトル（ＮＡＶ）を正確に設定し得る。
【００５９】
　[0089]　制御ＩＤフィールド６６２または７９７で指示される別のタイプの情報は、図
８Ｂの横列８６３に示されるように、サービス品質（ＱｏＳ）情報を含む。ＱｏＳ情報は
、バッファ状態要求／報告（すなわち、ＱｏＳ制御のエンハンスド版）の指示を、互いに
通信しているＳＴＡに提供し得る。図１４は、制御ＩＤフィールド７９７がＱｏＳ情報を
指示する場合のＨＥ制御情報フィールド７９５フォーマットの図である。例えば、図８Ｂ
に関連して、制御ＩＤフィールド６６２値が３である場合、それはバッファ状態要求／報
告（すなわち、ＱｏＳ制御のエンハンスド版）を指示し、ＨＥ制御フィールド１４６０の
制御情報フィールド６６４は、ＱｏＳ制御フィールド１４７０を備える。いくつかの態様
では、ＱｏＳ制御フィールド１４７０は、２バイトを備え得る。ＱｏＳ制御フィールド１
４７０は、ＢＳポーリングを行う場合にＴＩＤ／ＳＦフィールド１４７１およびリザーブ
ド・フィールド１４７２を備え、ＢＳ報告を行う場合にＴＩＤ／ＳＦフィールド１４７１
、ＴＸＯＰ持続時間フィールド１４７５、およびキュー・サイズ・フィールド１４７６を
備える。いくつかの態様では、ＡＰはＱｏＳ制御フィールド１４７０を含むＢＳポーリン
グ・フレームを送ることによってＳＴＡをそれらのバッファ状態に関してポーリングし得
る。ＱｏＳ制御フィールド１４７０は、ポーリングが「ＴＩＤごと」であるか、「すべて
のＴＩＤ」であるか、およびその他に関連するＢＳポーリング・パラメータであるかを特
定し得る。これに応じて、非ＡＰ ＳＴＡは、ＱｏＳ制御フィールド１４７０においてＢ
Ｓ報告を搬送し得る。いくつかの態様では、ＴＩＤごとのＢＳ情報は、ＱｏＳデータおよ
びＱｏＳヌル・フレームにおいて伝達される。他の態様では、すべてのＴＩＤ、ＴＩＤご
とのＢＳ情報は、ＱｏＳ制御フィールド１４７０において伝達される。いくつかの態様で
は、ＱｏＳ制御フィールド１４７０は、ＨＥ制御フィールド６６０における他の情報でア
グリゲートされ得る。ＱｏＳ制御フィールド１４７０の非制限的な利益は、それがＭＡＣ
オーバーヘッドの発生を減じ得ることである。
【００６０】
　[0090]　制御ＩＤフィールド６６２または７９７で指示される別のタイプの情報は、図
８Ｂの横列８６５に示されるように、ユニキャスト・トリガ情報を含む。ユニキャスト・
トリガ情報は、トリガ・フレーム（リソース割り当ておよびアップリンクに関わる他のパ
ラメータ）の指示を、互いに通信しているＳＴＡに提供し得る。図１５は、制御ＩＤフィ
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ールド７９７がユニキャスト・トリガ情報を指示する場合のＨＥ制御情報フィールド７９
５フォーマットの図である。例えば、図８Ｂに関連して、制御ＩＤフィールド６６２値が
５である場合、それはトリガ・フレーム（すなわち、ＱｏＳ制御のエンハンスド版）を指
示し、ＨＥ制御フィールド１５６０の制御情報フィールド６６４は、トリガ情報フィール
ド１５７０を備える。いくつかの態様では、トリガ情報フィールド１５７０は、可変数の
バイトを備え得る。トリガ情報フィールド１５７０は、トリガ・フレーム、ＳＴＡに関わ
るサブチャネル割当、圧縮／非圧縮ＵＬ ＭＡＣフォーマットなどに関する情報を備え得
る。いくつかの態様では、トリガ情報フィールド１５７０は、ＨＥ制御フィールド６６０
における他の情報でアグリゲートされ得、ＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵで伝達され得る。トリガ情
報フィールド１５７０の非制限的な利益は、それがＭＡＣオーバーヘッドの発生を減じ得
ることである。例えば、ＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵにおけるＨＥ制御フィールド６６０の一部で
あることによって、トリガ・フレームに関わる追加の制御情報が、最小限のオーバーヘッ
ドをともなってＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵで伝達されることができる。
【００６１】
　[0091]　いくつかの態様では、ＨＥ制御フィールド６６０は、ＵＬ ＭＵ ＰＰＤＵにお
いて伝達され得る。ＵＬ ＭＵ ＰＰＤＵにおいて、ＡＰ１１０は、２つ以上のＳＴＡから
２つ以上のＰＰＤＵを受信し得る。ＵＬ ＭＵ ＰＰＤＵは、（例えば、信号フィールド（
ＳＩＧ－Ａ、ＳＩＧ－Ｂ、またはＳＩＧ－Ｃ）の一部としてＰＨＹヘッダにおいて）本書
に示されるようにＵＬ ＭＵ ＰＰＤＵの異なる部分に位置されるＨＥ制御フィールド６６
０のうちの１つまたは複数を備え得る。例えば、３個のＳＴＡは、（下に論じられる）３
個の独立したＳＩＧ－Ｂフィールド１７００を送信することによって、ＵＬ ＭＵ ＰＰＤ
Ｕにおいて情報を、各ＳＴＡに１個、送信し得、各々は、ＨＥ制御フィールド６６０のう
ちの１つまたは複数を備える。いくつかの実施形態では、ＳＩＧ－Ｂフィールド１７００
は、（例えば、ＣＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＳＤＭＡなどを使用して）いくつかの
他の手段によって、コード、周波数、または時間において多重化され得る。さらに、ＤＬ
およびＵＬ両方のＭＵ ＰＰＤＵに関しては、ＰＰＤＵは、複数のＳＴＡに、および／ま
たは、複数のＳＴＡから、ＭＵ ＰＰＤＵを生成するためのいくつかの他の手段によって
、コード、周波数、または時間において多重化され得る。
【００６２】
　[0092]　図１６は、ワイヤレス通信システム１００における例としてのフレーム交換１
６００を示す時系列図である。図１６の実施形態では、ＡＰは、トラヒック指示マップＴ
ＩＭ１、ＴＩＭ２、およびＴＩＭ４を有するビーコン・メッセージ１６０１を送信し得る
。そしてＡＰは、ＳＴＡから制御情報を要求するためにトリガ・メッセージ１６０２を送
り得、それに対してＤＬ ＢＵフィードバックを有する。例えば、ＡＰはＳＴＡの各々に
対してＤＬ ＢＵ送信パラメータを調整するためにＱＣＩ／ＭＣＳフィードバックおよび
／またはＢＳ報告を要求し得る。ＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ４）は、
それぞれ、エンハンスドＰＳポール・フレーム１６０３、１６０４、および１６０５を送
ることによって報告を返し得る。ｅＰＳポール・フレーム１６０３、１６０４、および１
６０５は、図１２のｅＰＳポール・フィールド１２７０に対応し得、トリガ・メッセージ
１６０２における要求に対するＨＥ制御応答を含み得る。ｅＰＳポール・フレーム１６０
３、１６０４、および１６０５は、推奨されるＤＬリソース（例えば、（チャネル、ＭＣ
Ｓ、信号強度などに関して）最良のＭ個のリソース）と、各ＳＴＡがＡＰに対するＵＬに
関して有するデータの量を含むＢＳ報告とを含み得る。この情報を受信すると、ＡＰは、
ＡＣＫ１６０６を送ることによって受信を承認し、（例えば、ＤＬ１メッセージ１６０８
、ＤＬ４メッセージ１６０９、ＵＬ１メッセージ１６１０およびＵＬ４メッセージ１６１
１をスケジューリングするためのトリガ・メッセージ１６０７を使用して、および、ＤＬ
２メッセージ１６１３およびＢＡ２メッセージ１６１４をスケジューリングするためのト
リガ・メッセージ１６１２を使用して、）これらのＳＴＡに関してＤＬ／ＵＬ送信をスケ
ジューリングする。ＡＰは、ネットワーク・リソースの有効な割当てのためにｅＰＳポー
ル・フレーム１６０３、１６０４、および１６０５において受信されるバッファ状態情報
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を使用して、および各ＳＴＡから推奨されるＴＸパラメータのうちの１つを使用して、Ｄ
Ｌ／ＵＬ送信をスケジューリングし得る。
【００６３】
　[0093]　いくつかの実施形態では、ＨＥ制御フィールド（例えば、ＨＥ制御フィールド
６６０）は、ＰＰＤＵフレームの他の部分に位置され得る。いくつかの態様では、ＨＥ制
御フィールド６６０は、ＰＰＤＵのプリアンブル部分の任意のフィールドに位置され得る
。図１７Ａは、例としての８０２．１１ＰＰＤＵ１７９９の図である。ＰＰＤＵ１７９９
は、プリアンブル部分１７５０およびデータ部分１７７０を備え得る。プリアンブル部分
１７５０は、レガシ・プリアンブル部分１７５５を備え得る。図示されているように、レ
ガシ・プリアンブル部分１７５５は、レガシ・ショート・トレーニング・フィールド（Ｌ
－ＳＴＦ）１７５１、ロング・トレーニング・フィールド（Ｌ－ＬＴＦ）１７５２、およ
び信号フィールド（Ｌ－ＳＩＧ）フィールド１７５３を備え包含する。プリアンブル部分
１７５０はさらに、反復Ｌ－ＳＩＧフィールド１７５４、ＨＥ－ＳＩＧＡフィールド１７
６０、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド１７６１、ＨＥ－ＳＴＦフィールド１７６２、ＨＥ－Ｌ
ＴＦフィールド１７６３、およびＨＥ－ＳＩＧＣフィールド１７６４を備える。いくつか
の態様では、プリアンブル部分１７５０は、追加のフィールド（図示されていない）を含
むことができ、フィールドは、再配置、除去、および／またはリサイズされることができ
、フィールドのコンテンツは変更されることができる。例えば、さまざまな実施形態では
、プリアンブル部分１７５０はさらに、ＳＴＦフィールド（例えば、ＨＴ－ＳＴＦ、ＶＨ
Ｔ－ＳＴＦ、ＨＥ－ＳＴＦ）、ＬＴＦフィールド（例えば、ＨＴ－ＬＴＦ、ＶＨＴ－ＬＴ
Ｆ、ＨＥ－ＬＴＦ）、１つまたは複数の追加の信号フィールド（例えば、追加のＨＥ－Ｓ
ＩＧＡ、ＨＥ－ＳＩＧＢ、ＨＥ－ＳＩＧＣフィールド、ＨＴ－ＳＩＧＡ、ＶＨＴ－ＳＩＧ
Ｂ、ＶＨＴ－ＳＩＧＣ、１つまたは複数の反復フィールド、など）、のうちの１つまたは
複数を含むことができる。いくつかの態様では、ＰＰＤＵ１７９９の特定のフィールドか
ら（例えば、ＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵにおけるＨＥ－ＳＩＧＢ１７６１またはＵＬ ＭＵ ＰＰ
ＤＵにおけるＨＥ－ＳＴＦ１７６２から）開始して、特定のフィールド、およびその次の
フィールドは、ＰＰＤＵがＭＵである場合に２つ以上のＳＴＡに関わる情報を包含し得る
。さらに、２つ以上のＳＴＡ複数のユーザに関わる情報は、周波数、時間、またはコード
において多重化され得る。
【００６４】
　[0094]　図１７Ｂは、ＰＰＤＵ（例えば、ＰＰＤＵフレーム４００または１７９９）の
物理レイヤ（ＰＨＹ）ヘッダのＳＩＧ－Ｂフィールド１７００に含まれるＨＥ制御フィー
ルド６６０の図である。いくつかの実施形態では、ＳＩＧ－Ｂフィールド１７００は、８
０２．１１規格で規定されているように、ＨＥ ＰＨＹヘッダのＨＥ ＳＩＧ－Ｂフィール
ドである。いくつかの態様では、ＳＩＧ－Ｂフィールド１７００のビット（Ｂ１）は、０
に設定され、ＳＩＧ－Ｂフィールド１７００のコンテンツは、ＰＨＹが設計するものすべ
て（whatever the PHY designs）である。他の態様では、ＳＩＧ－Ｂフィールド１７００
のビット（Ｂ１）が１に設定される場合、ＳＩＧ－Ｂフィールド１７００のコンテンツは
、１つまたは複数のＨＥ制御フィールド６６０である。いくつかの実施形態では、ＰＰＤ
Ｕフレームは、Ｌ－ＳＩＧフィールドの長さはそれがＣＭＡＣフレームであることを示す
場合、ＭＡＣ情報（ＣＭＡＣ）フレームを伝達するＨＥ ＮＤＰである。いくつかの態様
では、ビット（Ｂ０）は、（１そしてＮＤＰ、そうでなければＰＬＣＰサービス・データ
・ユニット（ＰＳＤＵ）が存在する場合に）ＮＤＰ指示として使用されることができる。
ＳＩＧ－ＢフィールドにおいてＨＥ制御フィールドを含むことの非制限的な利益は、それ
が、ＨＥ制御フィールド６６０がトリガ・フレームのコンテンツを伝達することができる
ことにより、トリガ・フレーム設計を前進させるための解決策を提供し得ることである。
さらに、ＰＨＹに対するＨＥ制御フィールド６６０のコンテンツがＭＡＣによって提供さ
れるので、ＰＨＹトリガ・フレームに関わる並列の設計（parallel design）を有するこ
とのリスクを減じ得る。
【００６５】
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　[0095]　上述のように、ＨＥ制御フィールド６６０は、図示されていない追加のフィー
ルドを含めて、図１７Ａのプリアンブル部分１７５０のフィールド（例えば、Ｌ－ＳＴＦ
１７５１、Ｌ－ＬＴＦ１７５２、Ｌ－ＳＩＧ１７５３、反復Ｌ－ＳＩＧフィールド１７５
４、ＨＥ－ＳＩＧＡフィールド１７６０、ＨＥ－ＳＩＧＢフィールド１７６１、ＨＥ－Ｓ
ＩＧＣフィールド１７６４など）のいずれかに位置され得る。さらに、１つまたは複数の
ＨＥ制御フィールド６６０は、ＰＰＤＵ１７９９を受信する１つまたは複数のＳＴＡに関
わるプリアンブル部分１７５０フィールドの内の１つまたは複数に含まれ得る。例えば、
ＨＥ－ＳＩＧＢ１７６１は、１つまたは複数のＳＴＡを対象とする１つまたは複数のＨＥ
制御フィールド６６０を備え得、ＨＥ－ＳＩＧＣ１７６４は、１つまたは複数の異なるＳ
ＴＡを対象とする１つまたは複数のＨＥ制御フィールド６６０を備え得る。
【００６６】
　[0096]　いくつかの実施形態では、ＨＥ制御フィールド６６０は、アグリゲートされた
Ａ－ＭＰＤＵサブフレームに位置され得る。例えば、図１８は、複数のＡ－ＭＰＤＵサブ
フレーム１８１０を含むＡ－ＭＰＤＵ１８００の図である。図示されるように、Ａ－ＭＰ
ＤＵ１８１０（ｎ）は、ＭＰＤＵデリミタ・フィールド１８２０、ＭＰＤＵフィールド１
８３０、およびパディング・フィールド１８４０を備える。ＭＰＤＵデリミタ・フィール
ド１８２０は、フレームの終端（ＥＯＦ）フィールド１８２１、リザーブド・フィールド
１８２２、ＭＰＤＵ長さフィールド１８２３、ＣＲＣフィールド１８２４、およびデリミ
タ・シグネチャ・フィールド１８２５を備える。さらに、ＭＰＤＵフィールド１８３０は
、ＨＥ制御フィールド６６０を備え得る。いくつかの実施形態では、ＨＥ制御フィールド
６６０のコンテンツは、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム（例えば、Ａ－ＭＰＤＵサブフレーム
１８１０（ｎ））においてシグナリングされ得る。例えば、ＭＰＤＵ長さフィールド１８
２３が、ＭＰＤＵの長さが１４バイト未満であることを指示する場合、ＭＰＤＵ１８３０
は、ＨＥ制御フィールド６６０を包含し得る。いくつかの態様では、ＨＥ制御フィールド
６６０のビット（Ｂ１）がノン・ゼロ（non-zero）であるという事実は、ＭＰＤＵ１８３
０がＰＶ２フレームに類似し得るので、ＭＰＤＵの新しいフォーマットとしてＭＰＤＵ１
８３０を決定するのに十分であり得る。Ａ－ＭＰＤＵサブフレームにおいてＨＥ制御フィ
ールド６６０を含むことの非制限的な利益は、ＨＥ制御フィールド６６０を包含するＡ－
ＭＰＤＵサブフレームがＵＬ／ＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵをパディングする（padding）ために
使用されることができる。
【００６７】
　[0097]　特定の実施形態では、ＰＰＤＵ（例えば、ＰＰＤＵ１７９９）において伝達さ
れるＨＥ制御フィールド６６０のうちの少なくとも１つまたは複数は、ＰＰＤＵ１７９９
に包含されるＨＥ制御フィールド６６０の送信機がＰＰＤＵ１７９９の（すなわち、ＨＥ
制御フィールド６６０において伝達される制御情報の）この部分に関わる肯定応答を要求
することの指示を包含し得る。ＨＥ制御フィールド６６０を伝達するフレームの有効な部
分を包含するＰＰＤＵ１７９９の受信時に、受信者は、肯定応答を送ることによってこの
ような受信を承認し得る。ＨＥ制御フィールド６６０部分の正確な受信の肯定応答は、現
存するフレーム（例えば、Ａｃｋ、（リザーブド・フィールドの一部としてのブロックＡ
ｃｋフレーム、またはそれの中の値）においてピギーバックされる（piggybacked）こと
ができ、または、１つまたは複数のＨＥ制御フィールド６６０を伝達する受信者によって
生成されるＰＰＤＵであることができ、それらのうちの少なくとも１つは、事前に受信さ
れたＨＥ制御フィールド６６０部分の成功した（または失敗した）受信の指示を包含する
。特定の実施形態では、（無線で送られる）複数のＨＥ制御フィールド６６０の搬送／受
信を識別するために、トークン・フィールドが、情報／肯定応答シーケンスを特定するた
めにＨＥ制御フィールド６６０において加えられ得る。
【００６８】
　[0098]　図１９は、本開示のさまざまな態様にしたがって、ワイヤレス通信のための例
としての方法１９００のフロー図である。方法１９００は、いくつかの態様では、デバイ
ス３０２によって実施され得る。方法１９００はまた、図１および２に示されるＵＴ１２
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０またはＡＰ１１０のうち１つまたは複数によって実施され得、当業者は、その方法１９
００が他の適切なデバイスおよびシステムによってインプリメントされ得ることを理解す
るであろう。方法１９００は、さまざまな実施形態で、特定の順序に関して本書で説明さ
れるが、本書のブロックは、異なる順序で実施され、または省略され得、および追加のブ
ロックが加えられ得る。
【００６９】
　[0099]　動作ブロック１９０５は、可変数の制御フィールドから、フレームに含めるた
めの１つまたは複数の制御フィールドを選択することを含む。動作ブロック１９１０は、
選択された数の制御フィールドを備えるフレームを生成することを含み、各制御フィール
ドは、制御フィールドの終端を備え、制御フィールドの終端は、フレームにおける別の制
御フィールドの存在、または選択された数の制御フィールドの終端を指示するインジケー
タを記憶する。動作ブロック１９１５は、フレームを送信することを含む。
【００７０】
　[0100]　いくつかの実施形態では、ワイヤレス通信のための装置は、本書に説明される
特定の実施形態にしたがって、方法１９００の機能のうちの１つまたは複数を実施し得る
。装置は、可変数の制御フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御
フィールドを選択するための手段を備え得る。特定の実施形態では、選択するための手段
が、プロセッサ３０４またはＤＳＰ３２０（図３）によってインプリメントされることが
できる。特定の選択において、生成するための手段が、ブロック１９０５（図１９）の機
能を実施するように構成されることができる。装置はさらに、選択された数の制御フィー
ルドを備えるフレームを生成するための手段を備え、各制御フィールドは、制御フィール
ドの終端を備え、制御フィールドの終端は、フレームにおける別の制御フィールドの存在
、または選択された数の制御フィールドの終端を指示するインジケータを記憶する。特定
の実施形態では、生成するための手段が、プロセッサ３０４またはＤＳＰ３２０（図３）
によってインプリメントされることができる。特定の実施形態では、生成するための手段
が、ブロック１９１０（図１９）の機能を実施するように構成されることができる。装置
はさらに、フレームを送信するための手段を備え得る。特定の実施形態では、送信するた
めの手段が、送信機３１０（図３）によってインプリメントされることができる。特定の
実施形態では、送信するための手段が、ブロック１９１５（図１９）の機能を実施するよ
うに構成されることができる。
【００７１】
　[0101]　図２０は、図７Ｂの制御ＩＤフィールド７９７の他の例としての値のチャート
であり、それらの値が制御フィールド６６４における情報について指示するもののチャー
トである。図２０において示されるように、縦列２００１は、制御ＩＤフィールド６６２
のためのさまざまな値を示し、縦列２００２は、制御情報フィールド６６４に含まれるさ
まざまな制御情報の手段を示し、縦列２００３は、制御情報フィールド６６４に含まれる
制御情報に関わるさまざまな説明を示す。例えば、図２０の横列２００５に示されるよう
に、制御ＩＤフィールド６６２における０の値は、ＵＬ ＭＵ応答スケジューリングを意
味し、制御情報フィールド６６４が、要請（soliciting）Ａ－ＭＰＤＵに応答して予期さ
れる即時の肯定応答を伝達するＵＬ ＭＵ ＰＰＤＵに関わるスケジューリング情報を包含
し得ることを指示する。制御ＩＤ６６２が０である場合の制御情報フィールド６６４の例
としてのフォーマットが、図２１Ａに示される。
【００７２】
　[0102]　図２１Ａは、制御ＩＤフィールド６６２が０である場合の、制御情報フィール
ド６６４の例としてのフォーマットの図を示す。図示されているように、制御情報フィー
ルド６６４は、ＵＬ ＰＰＤＵ長さフィールド２１０２、リソース・ユニット（ＲＵ）割
当てフィールド２１０４および第３フィールド２１０６を備える。ＵＬ ＰＰＤＵ長さフ
ィールド２１０２は、ＵＬ ＭＵ応答の長さを指示し得る。いくつかの態様では、ＵＬ Ｐ
ＰＤＵ長さフィールド２１０２は、９乃至１２の間のビットを備える。いくつかの態様で
は、ＵＬ ＰＰＤＵ長さフィールド２１０２は、この制御情報を包含するフレームに応答
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して送られるべきフレームのＰＨＹヘッダのＬ－ＳＩＧフィールドにおいて、長さフィー
ルドの９乃至１２の（実際の値はＵＬ ＰＰＤＵ長さフィールドのサイズに依存する）最
下位ビット（ＬＳＢ）を包含し得る。受信ＳＴＡは、要請フレームのＵＬ ＰＰＤＵ長さ
フィールド２１０２のコンテンツを使用して応答として送信するフレームのＰＨＹヘッダ
のＬ－ＳＩＧフィールドに９乃至１２ＬＳＢを追加し、残りの３乃至０ＭＳＢを０に設定
する。代替として、ＵＬ ＰＰＤＵ長さフィールド２１０２は、応答として送られるべき
ＵＬ ＰＰＤＵのマイクロ秒単位の、またはバイト単位の値を含む。いくつかの実施形態
では、ＵＬ ＰＰＤＵ長さフィールド２１０２は、０値に設定されない場合がある。ＲＵ
割り当てフィールド２１０４は、ＵＬ ＭＵ応答を送信するために割り当てられるリソー
ス・ユニット（ＲＵ）を指示し得る。いくつかの態様では、ＲＵ割り当てフィールド２１
０４は、１乃至１５の間のビットを備え得る。第３フィールドは、１乃至１５の間のビッ
トを備え得、将来の使用のためにリザーブされ得る。
【００７３】
　[0103]　戻って図２０を参照すると、横列２００６において、制御ＩＤフィールド６６
２における１の値は、受信動作モード指示を意味し、制御情報フィールド６６４は、ＨＥ
制御フィールドを包含するＭＰＤＵを送信するＳＴＡの受信動作モードに関連する情報を
包含し得る。制御ＩＤ６６２が１である場合の制御情報フィールド６６４の例としてのフ
ォーマットが、図２１Ｂに示される。
【００７４】
　[0104]　図２１Ｂは、制御ＩＤフィールド６６２が１である場合の、制御情報フィール
ド６６４の例としてのフォーマットの図を示す。図示されているように、制御情報フィー
ルド６６４は、受信機（ＲＸ）空間ストリーム数（ＮＳＳ）フィールド２１５２、ＲＸチ
ャネル幅フィールド２１５４、および第３フィールド２１５６を備える。ＲＸ ＮＳＳフ
ィールド２１５２は、受信においてＳＴＡにサポートされる空間ストリームの最大数、Ｎ
ＮＳ、を指示し得、ＮＳＳ－１に設定され得る。いくつかの態様では、ＲＸ ＮＳＳフィ
ールド２１５２は、３ビットを備える。ＲＸチャネル幅フィールド２１５４は、受信にお
いてＳＴＡによってサポートされる動作チャネル幅を指示し得る。いくつかの態様では、
ＲＸチャネル幅フィールド２１５４は、２０ＭＨｚに対して０、４０ＭＨｚに対して１、
８０ＭＨｚに対して２、および１６０ＭＨｚに対して３に設定される。いくつかの態様で
は、ＲＸチャネル幅フィールド２１５４は、２ビットを備え得る。第３フィールド２１５
６は、０乃至Ｘの間のビットを備え得、ここにおいてＸは１より大きい整数であり、将来
の使用のためにリザーブされ得る。
【００７５】
　[0105]　図６および９に関連して、図２２は、制御ＩＤフィールド６６２が明確なＡＣ
Ｋ／ＢＡ要求情報を指示する場合の、例としての制御情報フィールド６６４フォーマット
の図である。例えば、いくつかの態様では、制御ＩＤフィールド６６２値が３である場合
、それは、制御情報フィールド６６４が即時のＡＣＫ／ＢＡ要求に関連する情報を提供す
ることを明確に指示する。図２２に示されるように、ＨＥ制御フィールド６６０の制御情
報フィールド６６４は、ＴＩＤ＿ＩＮＦＯフィールド２２０５、ＴＩＤ値フィールド２２
１０、要求されるビットマップ・サイズ・フィールド２２１２、開始シーケンス数（ＳＳ
Ｎ）プレゼント・フィールド２２１４、およびＳＳＮフィールド２２１６を備える。いく
つかの態様では、ＴＩＤ＿ＩＮＦＯフィールド２２０５は、ＨＥ制御フィールド６６０に
存在するＴＩＤの数を指示する（例えば、ＴＩＤ＿ＩＮＦＯ値＋１）。いくつかの態様で
は、ＴＩＤ値フィールド２２１０は、要求されるＡｃｋ／ＢＡが関わるＴＩＤを指示する
。いくつかの態様では、要求されるビットマップ・サイズ・フィールド２２１２は、要求
される（ブロック）Ａｃｋビットマップ・サイズ（例えば、１ビットの場合は０（すなわ
ちＡｃｋ／Ｎａｃｋ）、１バイトの場合は１、４バイトの場合は２、８バイトの場合は３
、など）を指示する。いくつかの態様では、ＳＳＮプレゼント・フィールド２２１４は、
ＳＳＮフィールド２２１６の存在を指示する。例えば、ＳＳＮプレゼント・フィールド２
２１４は、ＳＳＮサブフィールドが存在する場合に１に設定され得、そうでない場合は０
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に設定される。いくつかの態様では、ＳＳＮフィールド２２１６は、このＴＩＤ（Ａ Ｂ
ＡＲ）に関わる開始シーケンス数を包含する。例えば、それの存在は、ＢＡスコアをシフ
トするための明確な指示である。
【００７６】
　[0106]　いくつかの態様では、ＴＩＤ＿ＩＮＦＯフィールド２２０５は、３ビットを備
え、ＴＩＤ値フィールド２２１０は、４ビットを備え、要求されるビットマップ・サイズ
・フィールド２２１２は、２ビットを備え、ＳＳＮプレゼント・フィールド２２１４は、
１ビットを備え、ＳＳＮフィールド２２１６は、０または１２ビットを備える。
【００７７】
　[0107]　別の例では、制御ＩＤフィールド６６２は、明確なＡＣＫ／ＢＡ応答情報を指
示し得、制御情報フィールド６６４は、即時の承認応答（acknowledgement response）に
関連する情報を提供し得る。例えば、いくつかの態様では、制御ＩＤフィールド６６２値
が４である場合、それは、制御情報フィールド６６４が即時の承認応答に関連する情報を
提供することを明確に指示する。図２３に示されるように、ＨＥ制御フィールド６６０の
制御情報フィールド６６４は、ＴＩＤ＿ＩＮＦＯフィールド２３０５、ＴＩＤ値フィール
ド２３１０、要求されるビットマップ・サイズ・フィールド２３１２、開始シーケンス数
（ＳＳＮ）フィールド２２１４、およびＢＡビットマップ・フィールド２３１６を備える
。いくつかの態様では、ＴＩＤ＿ＩＮＦＯフィールド２３０５は、ＨＥ制御フィールド（
例えば、図７ＢのＨＥ制御フィールド７９５）に存在するＴＩＤの数を指示する。いくつ
かの態様では、ＴＩＤ値フィールド２３１０は、Ａｃｋ／ＢＡ応答が関わるＴＩＤを指示
する。いくつかの態様では、要求されるビットマップ・サイズ・フィールド２３１２は、
要求される（ブロック）Ａｃｋビットマップ・サイズ（例えば、１ビットの場合は０（す
なわちＡｃｋ／Ｎａｃｋ）、１バイトの場合は１、４バイトの場合は２、８バイトの場合
は３、など）を指示する。いくつかの態様では、ＳＳＮフィールド２３１４は、現在のＴ
ＩＤ（ＢＡ）に関わる開始シーケンス数を包含する。いくつかの態様では、ＢＡビットマ
ップ・フィールド２３１６は、ＢＡに関わる値のビットマップを含む。いくつかの態様で
は、ＢＡビットマップ・フィールド２３１６は、ビットマップ・サイズがノン・ゼロであ
る場合に、存在する。
【００７８】
　[0108]　いくつかの態様では、ＴＩＤ＿ＩＮＦＯフィールド２３０５は、３ビットを備
え、ＴＩＤ値フィールド２３１０は、４ビットを備え、要求されるビットマップ・サイズ
・フィールド２３１２は、２ビットを備え、ＳＳＮフィールド２３１４は、０または１２
ビットを備え、ＢＡビットマップ・フィールド２３１６は、要求されるビットマップ・サ
イズ・フィールド２３１２の値に基づいて１、１６、３２または６４ビットを備える。
【００７９】
　[0109]　図２４は、（例えば、ＨＥ制御フィールド６６０および７９５のような）ＨＥ
制御フィールド内で明確なＡＣＫ／ＢＡを使用するフレーム交換（下部）と、ベースライ
ン・フレーム交換（上部）とを比較する、例としてのフレーム交換を例示する時系列図２
４００である。図示されているように、図２４では、ＢＡフレームに含まれるＡＣＫおよ
びベースラインの両方は、第１のデバイスから送信されるＶＨＴシングルＭＰＤＵ２４０
１を示す。ＳＩＦＳ期間の後、ベースライン・フレーム交換における第２のデバイスは、
複数のＭＰＤＵメッセージ２４０５（ａ）乃至２４０５（ｎ）によって後続される肯定応
答（ＡＣＫ）メッセージ２４０２を送信する。下部では、ＳＩＦＳ期間の後に、第２のデ
バイスは、第１のデバイスにＭＰＤＵ２４１０（ａ）乃至２４１０（ｎ）を送信し得る。
ＭＰＤＵ２４１０（ａ）乃至２４１０（ｎ）は、ＨＥ制御フィールド６６０および７９５
内にＡＣＫを含む。
【００８０】
　[0110]　図２５は、ＨＥ制御フィールド６６０および７９５内で明確なＢＡＲを使用す
るフレーム交換（下部）と、ベースライン・フレーム交換（上部）とを比較する、例とし
てのフレーム交換を例示する時系列図２５００である。図示されるように、図２５では、
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ベースラインの上部のフレーム交換において、第１のデバイスが、ＢＡＲ２４２５によっ
て後続されるＭＰＤＵ２４２１（ａ）乃至２４２１（ｎ）を送信する。ＳＩＦＳ期間の後
、ベースライン・フレーム交換における第２のデバイスは、１つまたは複数のＭＰＤＵ２
４３５によって後続される１つまたは複数のＢＡ２４３０を送信する。下部では、第１の
デバイスは、ＭＰＤＵのＨＥ制御フィールド６６０および７９５内にＢＡＲを含むＭＰＤ
Ｕ２４４０（ａ）乃至２４４０（ｎ）を送信する。ＳＩＦＳ期間の後、下部のフレーム交
換における第２のデバイスは、１つまたは複数のＭＰＤＵ２４３５によって後続される１
つまたは複数のＢＡ２４３０を送信する。
【００８１】
　[0111]　ＨＥ制御情報フィールド６６０（または図７ＢのＨＥ制御フィールド７９５）
のうちの１つまたは複数にＢＡＲ／ＢＡ情報を含むことのいくつかの非制限的な利益は複
数の制御フレームまたはＢＡＲ／ＢＡメッセージをアグリゲートする必要性が無く、その
ことが、ＭＡＣオーバーヘッドを減じ得ることである。さらに、ＨＥ制御フィールドにＢ
ＡＲ／ＢＡを含むことは、各ＭＰＤＵがＢＡＲ／ＢＡ情報を伝達し得るので、単一点障害
を除去し得ることである。いくつかの態様では、ＢＡＲ／ＢＡ情報を伝達するためのＨＥ
制御フィールドの使用は、いかなるＭＰＤＵも他のＴＩＤ／タイプの他のＭＰＤＵに対す
る応答を要請することができるように、さらなる柔軟性を与え得る。さらに、複数のＨＥ
制御フィールド６６０および７９５の使用は、（例えば図１３に示されるように）シーム
レスに加えられることができる制御情報のさまざまな組み合わせを可能にする。例えば、
１つのＨＥ制御フィールド６６０は、ＢＡＲに関わる情報を包含し得、別のＨＥ制御フィ
ールド６６０は、チャネル品質情報に関わる情報を包含し得る。
【００８２】
　[0112]　図２６は、一実施形態にしたがった、マルチＳＴＡブロック肯定応答（ＢＡ）
フレーム２６００の例としてのフォーマットの図である。図示されるように、ＢＡフレー
ム２６００は、ＭＡＣヘッダ部分２６０２、ＢＡ制御フィールド２６０４、ＢＡ情報フィ
ールド２６１０、およびＦＣＳフィールド４７０を備える。いくつかの実施形態では、Ｍ
ＡＣヘッダ部分２６０２は、２バイトを備え得、ＢＡ制御フィールド２６０４は、２バイ
トを備え得、ＢＡ情報フィールド２６１０は、ＢＡフレーム２６００において識別される
各関連付け識別子（ＡＩＤ：association identifier）に関わる情報を包含する可変数の
バイトを備え得る。
【００８３】
　[0113]　いくつかの実施形態では、ＢＡ情報フィールド２６１０は、ＳＴＡごとの情報
サブフィールドの１つまた複数の例を、宛先となる各ＳＴＡに１つ、備え得る。ＳＴＡご
との情報サブフィールドは、各々、フレーム２６００を受信するＳＴＡのＡＩＤおよびト
ラヒック識別子（ＴＩＤ）を含む。ＳＴＡごとの情報サブフィールドは、ＡＩＤごとのト
ラヒック識別子（ＴＩＤ）情報フィールド２６１１、ブロック肯定応答開始シーケンス制
御フィールド２６１２、およびＢＡビットマップ・フィールド２６１３を備え得る。図２
６に示されているように、ＢＡフレーム２６００は、「ｎ」の数のＳＴＡに関わる情報を
包含し、ＳＴＡごとの情報サブフィールドは、ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールド２６１
１（１）、ブロック肯定応答開始シーケンス制御フィールド２６１２（１）、およびＢＡ
ビットマップ・フィールド２６１３（１）乃至ＳＴＡ１－ｎに関わるフィールド２６１１
（ｎ）、２６１２（ｎ）、および２６１３（ｎ）を包含する。いくつかの実施形態では、
ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールド２６１１は、マルチＴＩＤ Ａ－ＭＰＤＵに包含され
る複数のＴＩＤに関わるＡＣＫ／ＢＡを可能にする。ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールド
２６１１はまた、ＢＡ情報フィールド２６１０における他のフィールドの長さを指示し得
るＡＣＫタイプのフィールド（図示されていない）を備え得る。例えば、ＡＩＤごとのＴ
ＩＤ情報フィールド２６１１は、２バイトを備え得、ブロック肯定応答開始シーケンス制
御フィールド２６１２は、０または２バイトを備え得、ＢＡビットマップ・フィールド２
６１３は、０、４、８、３２または可変数のバイトを備え得る。ＡＣＫタイプのフィール
ドは、それらのフィールドの各々に関わる長さを指示し得る。いくつかの態様では、ＴＩ
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Ｄの特定の値（例えば、１５または別の値）は、Ａ－ＭＰＤＵにおいて伝達されるアクシ
ョンＡＣＫに関わるＡＣＫを指示し得る。マルチＳＴＡ ＢＡフレーム２６００は、トリ
ガ使用可能ＰＰＤＵへの応答として、ＡＰによって使用され得る。いくつかの態様では、
ＢＡフレーム２６００は、レガシ・フォーマットにおいて送られるか、応答Ａ－ＭＰＤＵ
においてアグリゲートされることができる。いくつかの実施形態では、ＢＡフレーム２６
００は、応答Ａ－ＭＰＤＵ内で、ＤＬ ＭＵ ＰＰＤＵへの応答として非ＡＰ ＳＴＡによ
って送られることができる。
【００８４】
　[0114]　図２７は、一実施形態にしたがった、ＨＥ Ａ制御フィールド７９５を備える
マルチＳＴＡブロック肯定応答（ＢＡ）フレーム２７００の例としてのフォーマットの図
である。ＢＡフレーム２７００は、図２６のＢＡフレーム２６００に類似し、それから適
合されている。簡潔にするために、ＢＡフレーム２６００と１７００との間の違いのみが
、本書では説明される。図２７に示されているように、ＢＡフレーム２７００は、ＨＥ 
Ａ制御フィールド７９５を含むＢＡ情報フィールド２７１０を備える。ＨＥ Ａ制御フィ
ールド７９５はＢＡ情報フィールド２７１０の終端に示されているが、それは、ＢＡ情報
フィールド２７１０の一部に位置されるか、任意のＡＩＤまたはＴＩＤ値に関連付けされ
得る。いくつかの態様では、ＨＥ Ａ制御フィールド７９５は、４、８バイト、または可
変数のバイトを備え得る。いくつかの実施形態では、特定のＴＩＤ値は、ＨＥ Ａ制御フ
ィールド７９５の存在を指示し得る。このＴＩＤ値に関連付けされたＳＴＡごとの情報サ
ブフィールドは、ＢＡ開始シーケンス制御フィールド２６１２および／またはＢＡビット
マップ・フィールド２６１３ではなくＨＥ Ａ制御フィールド７９５を伝達し得る。いく
つかの態様では、ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールド２６１１のＡＣＫタイプ・フィール
ドは、ＨＥ Ａ制御フィールド７９５の長さを指示し得る。いくつかの態様では、ＡＣＫ
タイプ・フィールドが第１の値である場合、ＨＥ Ａ制御フィールド７９５は、４バイト
であり、ＡＣＫタイプ・フィールドが第２の値である場合、ＨＥ Ａ制御フィールド７９
５は、８バイトまたは可変数のバイトである。
【００８５】
　[0115]　[0116]　いくつかの態様では、ＡＰは、１つまたは複数のＳＴＡへの応答とし
て、それのＳＴＡのうちの１つまたは複数に関わるＨＥ Ａ制御フィールド７９５および
それのＳＴＡのうちの１つまたは複数に関わるＢＡ情報を包含するマルチＳＴＡ ＢＡフ
レーム２７００を送り得る。いくつかの態様では、ＢＡ情報およびＨＥ Ａ制御フィール
ド７９５は、同じＳＴＡまたは異なるＳＴＡに関わり得る。ＨＥ Ａ制御フィールド７９
５はまた、ＳＴＡに関わるＵＬ ＭＵリソース割り当てを伝達することができる。他の実
施形態では、ＳＴＡは、肯定応答およびフィードバック情報の両方を包含するマルチＳＴ
Ａ ＢＡフレーム２７００を、応答として送り得る。
【００８６】
　[0116]　本書に説明される、ＨＥ Ａ制御フレーム７９９に関わる実施形態は、Ａ－Ｍ
ＰＤＵにおける複数の制御フレームをアグリゲートする必要性を除去または低減し得るの
で、ＭＡＣオーバーヘッドを最小限にするのに有効に役立ち得る。さらに、ＨＥ Ａ制御
フレーム７９９は、（例えば、レガシＰＰＤＵフォーマットにおいて伝達される）レガシ
・コンプライアントであり得、すべての必要な制御情報が同じ制御フレームに含まれ、シ
ームレスに追加される制御情報の組み合わせ（例えば、ＢＡ／Ａｃｋ＋トリガ、ＢＡ／Ａ
ｃｋ＋バッファ状態、ＢＡ＋ＣＱＩ＋ＲＯＭＩ、エンハンスドＰＳポールなど）を可能に
し得る。さらに、ＨＥ Ａ制御フレーム７９９は、制御ラッパーを必要としないＨＥ制御
情報を搬送する有効かつフレキシブルな方法を提供し得る。
【００８７】
　[0117]　「例としての（exemplary）」という用語は、本書において、「例、事例、ま
たは例示としての役割を果たすこと」を意味するために使用される。本書で「例としての
」と説明される任意の実施形態は、他の実施形態に対して、必ずしも有利であるまたは好
ましいとは解釈されない。新規のシステム、装置、および方法のさまざまな態様が、添付
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の図面を参照して以下により十分に説明される。しかしながら、本開示は、多くの異なる
形態で具現化されることができ、本開示全体を通して提示される任意の特定の構造または
機能に限定されるものとして解釈されるべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示
が徹底的かつ完全なものなり、本開示の範囲を当業者に十分に伝達するように、提供され
る。本書における教示に基づいて、本発明の任意の他の態様から独立して、または、本発
明の任意の他の態様と組み合わせて、インプリメントされるか否かに関わらず、本開示の
範囲が、本書に開示される新規のシステム、装置、および、方法の任意の態様をカバーす
ることを意図されていることを、当業者は理解すべきである。例えば、本書で説明される
任意の数の態様を使用して、装置がインプリメントされ得、方法が実施され得る。加えて
、本発明の範囲は、本書で説明される本発明のさまざまな態様に加えて、またはそれ以外
の、他の構造、機能、または構造と機能を使用して実施されるこのような装置または方法
をカバーすることが意図される。本書で開示される任意の態様が、請求項の１つまたは複
数の要素によって具現化され得ることが理解されるべきである。
【００８８】
　[0118]　特定の態様が本書で説明されるが、これらの態様の多くの変形および置換が、
本開示の範囲内に含まれる。好ましい態様のいくつかの利益および利点が記述されるが、
本開示の範囲は、特定の利益、使用法、または目的に限定されることが意図されたもので
はない。むしろ、本開示の態様は、異なるワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク
、および送信プロトコルに幅広く適用可能であることが意図されており、そのうちのいく
つかは、図面および好ましい態様の下記の説明において例として例示される。詳細な説明
および図面は単に、限定というよりはむしろ本開示の例示であり、本開示の範囲は、添付
された特許請求の範囲およびそれらの同等物によって定義されている。
【００８９】
　[0119]　例えば、「第１の」、「第２の」などのような指定（designation）を用いた
本書における要素へのいかなる言及も、一般にこれら要素の数量または順序を限定しない
ことが理解されるべきである。むしろ、これらの指定は、２つ以上の要素または要素の事
例を区別する便利なワイヤレス・デバイスとして本書で使用され得る。かくして、第１お
よび第２の要素の言及は、２つの要素のみが使用され得ること、または第１の要素がいく
つかの方法で第２の要素に先行しなければならないことを、意味するのではない。また、
要素のセットは、そうではないと述べられない限り、1つまたは複数の要素を含み得る。
【００９０】
　[0120]　本分野の当業者であれば、情報および信号が、さまざまな異なる技術および技
法のいずれかを使用して示され得ることを理解するだろう。例えば、上記の説明にわたっ
て参照され得るデータ、命令群、命令、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは
、電圧、電流、電磁波、磁界または磁気粒子、光場または光学粒子、またはこれらの任意
の組合せによって示され得る。
【００９１】
　[0121]　さらに、ここに開示されている態様と関連して説明される、さまざまな例示的
な論理ブロック、モジュール、プロセッサ、手段、回路、およびアルゴリズム・ステップ
の何れも、電子ハードウェア（例えば、デジタル実装、アナログ実装、またはこれら２つ
の組合せであり、これらは、情報源符号化（source coding）またはその他の技術を使用
して設計され得る）、命令群を組み込んでいる設計コードまたはプログラムのさまざまな
形態（それは、便宜上「ソフトウェア」または「ソフトウェア・モジュール」として本書
では呼ばれ得る）、またはこれら両方の組合せとして、実装され得ることを、本分野の当
業者は理解するだろう。ハードウェアおよびソフトウェアのこの互換性を明確に例示する
ために、さまざまな例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、回路、およびステ
ップが、一般にそれらの機能性の観点から上述されてきた。このような機能が、ハードウ
ェアとしてインプリメントされるか、あるいはソフトウェアとしてインプリメントされる
かは、特定のアプリケーションおよびシステム全体に課せられる設計制約に依存する。当
業者は、それぞれの特定のアプリケーションに対して多様な方法で説明された機能をイン
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プリメントし得るが、このようなインプリメンテーションの決定は、本開示の範囲からの
逸脱を引き起こしていると解釈されるべきでない。
【００９２】
　[0122]　本書に開示される態様と関連して、および図１乃至７に関連して説明された、
さまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、および回路は、集積回路（ＩＣ）、アク
セス端末、またはアクセス・ポイント内にインプリメントされ得るか、またはこれらによ
って実行され得る。ＩＣは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定
用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレー（ＦＰＧ
Ａ）または他のプログラマブル・ロジック・デバイス、離散ゲート、またはトランジスタ
・ロジック、離散ハードウェア・コンポーネント、電気的コンポーネント、光学的コンポ
ーネント、機械的コンポーネント、または、ここに説明された機能を実施するように設計
されたこれら任意の組合せを含み得、ＩＣ内、ＩＣ外、またはこれら両方に存在する命令
群またはコードを実行し得る。論理ブロック、モジュール、および回路は、ネットワーク
内またはデバイス内のさまざまなコンポーネントと通信するために、アンテナおよび／ま
たはトランシーバを含み得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサであり得るが、選
択的にプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、制御装置、マイクロコントローラ、また
はステート・マシンであり得る。プロセッサはまた、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッ
サ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、または任意の他のそのような構成の組み合わせのような、コンピューティング・デ
バイスの組み合わせとしてインプリメントされ得る。モジュールの機能性は、ここに教示
されているように、その他の方法でインプリメントされ得る。（例えば、添付の図の１つ
または複数に関して）ここに説明される機能性は、いくつかの態様では、同様に指定され
た、添付の請求項における機能性「のための手段」に対応し得る。
【００９３】
　[0123]　ソフトウェア中でインプリメントされた場合、それらの機能は、コンピュータ
可読媒体上で、１つまたは複数の命令あるいはコードとして記憶または送信され得る。こ
こに説明されるアルゴリズムまたは方法の複数のステップは、コンピュータ可読媒体に存
在し得るプロセッサ実行可能ソフトウェア・モジュールにおいて実施され得る。コンピュ
ータ可読媒体は、１つの場所から他の場所へのコンピュータ・プログラムを移動するため
に使用可能であることができる任意の媒体を含む、通信媒体およびコンピュータ記憶媒体
の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータによってアクセスされ得る任意の使用可能な媒
体であり得る。限定ではなく例の目的で、このようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、
ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭ、または他の光ディスク記憶装置、磁
気ディスク記憶装置、または他の磁気記憶デバイス、または、命令またはデータ構造の形
態で所望のプログラム・コードを記憶するために使用され得、およびコンピュータによっ
てアクセスされ得るその他任意の媒体を含み得る。また、任意の接続が、コンピュータ可
読媒体と適切に称されることができる。本書で使用されているようなディスク（disk）お
よびディスク（disc）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、レーザ・ディスク、光ディス
ク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ)、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブル
ーレイ・ディスク（登録商標）を含み、ディスク（disk）は通例磁気的にデータを再生し
、これに対してディスク（disc）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。上記の
組合せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。さらに、方法また
はアルゴリズムの動作は、機械可読媒体およびコンピュータ可読媒体における命令群およ
びコードのセット、またはこれらのうちの１つまたはこれらの任意の組合せとして存在し
得、コンピュータ・プログラム製品に組み込まれ得る。
【００９４】
　[0124]　何れかの開示された処理におけるステップの何れかの特定の順序または階層も
、サンプルのアプローチの例であることが理解される。設計の好みに基づいて、本開示の
範囲内にありながら、プロセスのステップの優先度または特定の順番が再調整され得るこ
とが、理解される。添付の方法請求項は、見本としての順番でさまざまなステップの複数
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の要素を示しており、示されている優先度または特定の順番に限定されることは、意図さ
れない。
【００９５】
　[0125]　本開示で説明される実施へのさまざまな変更は、当業者にとって容易に明らか
であり得、および、本書で定義される一般的な原理は、本開示の精神または範囲から逸脱
することなく他の実施に適用され得る。かくして、本開示は、ここに示されているインプ
リメンテーションに制限されることは意図されておらず、しかし、ここに開示される新規
の特徴、原理および請求項に一致する最も広い範囲が与えられるべきである。「例として
の（exemplary）」という言葉は、「例、事例、または実例としての役割を果たす」こと
を意味するためにのみ、本書で使用されている。「例としての」ものとして、本書に説明
された任意のインプリメンテーションは、他のインプリメンテーションに対して有利なま
たは好ましいものと必ずしも解釈されるべきではない。
【００９６】
　[0126]　別個のインプリメンテーションのコンテキストで本書において説明される特定
の特徴はまた、単一の実施において組み合わせてインプリメントされることができる。反
対に、単一のインプリメンテーションのコンテキストにおいて説明されるさまざまな特徴
は、また、複数のインプリメンテーションで別々に、または任意の適切なサブコンビネー
ションでインプリメントされることができる。さらに、特徴が、特定の組合せで動作する
として上に説明され、さらにそのように最初に請求され得るが、請求されている組み合わ
せからの1つまたは複数の特徴が、同じ場合において、組合せから削除されることができ
、請求されている組み合わせは、サブコンビネーション、またはサブコンビネーションの
変形例を対象とし得る。
【００９７】
　[0127]　同様に、動作が特定の順序で図面に図示されているが、このことは、そのよう
な動作が、所望の結果を達成するために、示された特定の順序または連続した順序で行わ
れること、またはすべての例示された動作が行われることを必要とするものとして理解さ
れるべきではない。特定の状況では、マルチタスクおよび並行処理が、有効となり得る。
さらに、上述されたインプリメンテーションにおけるさまざまなシステムコンポーネント
の分離が、すべてのインプリメンテーションにおいてそのような分離を必要とするものと
して理解されるべきではなく、説明されたプログラム・コンポーネントおよびシステムが
、一般に、単一のソフトウェア製品に共に一体化され、または複数のソフトウェア製品に
パッケージ化されることができると理解されるべきである。加えて、他のインプリメンテ
ーションは、下記の特許請求の範囲内にある。いくつかの場合では、請求項に記載されて
いる動作は、異なる順番で実施されることができ、それでも所望の結果を得ることができ
る。
　以下に本願発明の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　可変数の制御フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御フィール
ドを選択することと、
　前記選択された数の制御フィールドを備える前記フレームを生成することと、
前記フレームを送信することと、
を備える、方法。
［Ｃ２］
　各制御フィールドは、第１のフィールドをさらに備え、前記第１のフィールドは、前記
制御フィールドのバリアント（variant）を備える前記制御フィールドを指示するインジ
ケータを記憶する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記バリアントは、前記制御フィールドの超ハイ・スループット（ＶＨＴ）バリアント
の高効率（ＨＥ）バリアントを備える、Ｃ２に記載の方法。
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［Ｃ４］
　各制御フィールドは、
　制御識別子フィールドと、
　制御情報フィールドと、をさらに備え、前記制御情報フィールドは、通信のための情報
を含み、前記制御識別子フィールドは、前記情報のタイプを指示するインジケータを含む
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　情報の前記タイプは、肯定応答、否定応答、ブロック肯定応答要求、ブロック肯定応答
、チャネル品質情報、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）フィードバック、パワー・セ
ーブ（ＰＳ）ポール、および巡回冗長検査、のうちの少なくとも１つを備え、ここにおい
て、前記制御フィールドは、
　　チャネル品質情報と変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）フィードバックと、ここに
おいて前記制御情報フィールドは、制御フィールド、チャネル・ビットマップ・フィール
ド、サブチャネル・フィールドおよびフィードバック・フィールドを備え、ここにおいて
前記フィードバック・フィールドのコンテンツは、前記チャネル／ＭＣＳ指示フィールド
に基づき、ここにおいて前記フィードバック・フィールドは、複数の空間ストリーム・フ
ィールド、ＭＣＳフィールド、マルチユーザ／符号化フィールド、および信号対雑音比（
ＳＮＲ）フィールドを備える、
　　要求／応答フィールド、ダイアログ・トークン・フィールド、サブチャネル・ビット
マップ・プレゼント・フィールド、およびチャネル／ＭＣＳ指示フィールドと、
　　パワー・セーブ・ポール・フィールドと、
　　巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、ここにおいて制御情報フィールドは、ＣＲＣフィールド
を備える、
のうちの少なくとも１つを指示する、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記フレームを生成することは、物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ（ＰＬ
ＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フレームの物理レイヤ・ヘッダ部分内
で前記フレームを生成することを備え、ここにおいて前記物理レイヤ・ヘッダ部分は、信
号フィールド、ロング・トレーニング・フィールドおよびショート・トレーニング・フィ
ールドのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記フレームを生成することは、前記１つまたは複数の制御フィールドを包含するアグ
リゲートされたメディア・アクセス制御プロトコル・データ・ユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）
サブフレーム内で前記フレームを生成することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記制御識別子フィールドは、バッファ状態（ＢＳ）要求またはＢＳ報告を指示し、こ
こにおいて前記制御情報フィールドは、バッファ状態情報に対する要求またはバッファ状
態情報についての報告を包含する１つまたは複数のサブフィールドを備える、Ｃ４に記載
の方法。
［Ｃ９］
　前記制御情報フィールドは、サービス品質（ＱｏＳ）制御フィールドを備え、ここにお
いて前記ＱｏＳ制御フィールドは、ＢＳポーリングが１つのトラヒック識別子（ＴＩＤ）
ごとであるかすべてのＴＩＤであるかを指示するＴＩＤフィールド、送信機会フィールド
、およびキュー・サイズ・フィールドを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記制御識別子フィールドは、トリガ情報を指示し、ここにおいて、前記制御情報フィ
ールドは、トリガ情報フィールドを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記トリガ情報フィールドは、局に関わるサブチャネル情報を指示するか、圧縮または
非圧縮のアップリンク媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フォーマットを指示する、Ｃ１０に記
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載の方法。
［Ｃ１２］
　前記選択された数の制御フィールドは、第１のデバイスに宛てられた１つまたは複数の
第１の制御フィールドおよび第２のデバイスに宛てられた１つまたは複数の第２の制御フ
ィールドを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記１つまたは複数の第１の制御フィールドおよび前記１つまたは複数の第２の制御フ
ィールドは、コード、周波数、または時間において多重化される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記フレームを送信することは、アップリンク・マルチプル・ユーザ物理レイヤ・コン
バージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フ
レームを使用して前記フレームを送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記フレームを送信することは、ダウンリンク・マルチプル・ユーザ物理レイヤ・コン
バージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フ
レームを使用して前記フレームを送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記制御識別子フィールドは、アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）応答スケジ
ューリングを指示し、ここにおいて、前記制御情報フィールドは、肯定応答情報を含むＵ
Ｌ物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニ
ット（ＰＰＤＵ）フレームを送信するためのスケジューリング情報を含む、Ｃ４に記載の
方法。
［Ｃ１７］
　前記制御情報フィールドは、ＵＬ ＰＰＤＵフレームの長さを指示するＵＬ ＰＰＤＵ長
さフィールドと、前記ＵＬ ＰＰＤＵフレームを送信するために割り当てられたリソース
・ユニットを指示するリソース割当てフィールドとを備える、Ｃ１６に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記フレームは、１つまたは複数の制御フィールドの長さが長さ要件または境界要件を
満たすように前記１つまたは複数の制御フィールドに後続するパディング・フィールドを
さらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記長さ要件は、３０ビットであり、前記境界要件は、オクテットの倍数である、Ｃ１
８に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記フレームは、マルチプル局ブロック肯定応答（ＢＡ）フレームを備える、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ２１］
　前記フレームは、トリガ・フレームを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記フレームは、前記ＡＩＤフィールドの値を備え、それは、前記ＡＩＤフィールドの
その値に後続する１つまたは複数の制御フィールドの存在を指示する、Ｃ２１に記載の方
法。
［Ｃ２３］
　前記ＡＩＤフィールドの前記値は、２０４７である、Ｃ２２に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記フレームは、アソシエーション識別子（ＡＩＤ）ごとのトラヒック識別子（ＴＩＤ
）情報フィールドをさらに備え、前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドは、前記選択さ
れた数の制御フィールドの存在を指示する、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドは、前記選択された数の制御フィールドに関わ
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る複数のバイトを指示するタイプ・フィールドを備える、Ｃ２４に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドは、前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドの
前記ＡＩＤサブフィールドによって識別される前記ＳＴＡのための１つまたは複数の制御
フィールドの前記存在を指示する前記ＴＩＤサブフィールドの値を備える、Ｃ２４に記載
の方法。
［Ｃ２７］
　ワイヤレス・ネットワークにおいて通信するためのデバイスであって、
　可変数の制御フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御フィール
ドを選択するように構成されたプロセッサと、前記プロセッサは、前記選択された数の制
御フィールドを備える前記フレームを生成するようにさらに構成されており、
　前記フレームを送信するように構成された送信機と、
を備える、デバイス。
［Ｃ２８］
　各制御フィールドは、第１のフィールドをさらに備え、前記第１のフィールドは、前記
制御フィールドのバリアントを備える前記制御フィールドを指示するインジケータを記憶
する、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ２９］
　前記バリアントは、前記制御フィールドの超ハイ・スループット（ＶＨＴ）バリアント
の高効率（ＨＥ）バリアントを備える、Ｃ２８に記載のデバイス。
［Ｃ３０］
　各制御フィールドは、
　制御識別子フィールドと、
　制御情報フィールドと、をさらに備え、前記制御情報フィールドは、通信のための情報
を含み、前記制御識別子フィールドは、前記情報のタイプを指示するインジケータを含む
、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ３１］
　情報の前記タイプは、肯定応答、否定応答、ブロック肯定応答要求、ブロック肯定応答
、チャネル品質情報、変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）フィードバック、パワー・セ
ーブ（ＰＳ）ポール、および巡回冗長検査、のうちの少なくとも１つを備え、ここにおい
て、前記制御フィールドは、
　　チャネル品質情報と変調および符号化スキーム（ＭＣＳ）フィードバックと、ここに
おいて前記制御情報フィールドは、制御フィールド、チャネル・ビットマップ・フィール
ド、サブチャネル・フィールドおよびフィードバック・フィールドを備え、ここにおいて
、前記フィードバック・フィールドのコンテンツは、前記チャネル／ＭＣＳ指示フィール
ドに基づき、ここにおいて、前記フィードバック・フィールドは、複数の空間ストリーム
・フィールド、ＭＣＳフィールド、マルチユーザ／符号化フィールド、および信号対雑音
比（ＳＮＲ）フィールドを備える、
　　要求／応答フィールド、ダイアログ・トークン・フィールド、サブチャネル・ビット
マップ・プレゼント・フィールド、およびチャネル／ＭＣＳ指示フィールドと、
　　パワー・セーブ・ポール・フィールドと、
　　巡回冗長検査（ＣＲＣ）と、ここにおいて制御情報フィールドは、ＣＲＣフィールド
を備える、
のうちの少なくとも１つを指示する、Ｃ３０に記載のデバイス。
［Ｃ３２］
　前記プロセッサは、物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロト
コル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フレームの物理レイヤ・ヘッダ部分内で前記フレー
ムを生成するようにさらに構成されており、ここにおいて前記物理レイヤ・ヘッダ部分は
、信号フィールド、ロング・トレーニング・フィールドおよびショート・トレーニング・
フィールドのうちの１つまたは複数を備える、Ｃ２７に記載のデバイス。
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［Ｃ３３］
　前記プロセッサは、前記１つまたは複数の制御フィールドを包含するアグリゲートされ
たメディア・アクセス制御プロトコル・データ・ユニット（Ａ－ＭＰＤＵ）サブフレーム
内で前記フレームを生成するようにさらに構成されている、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ３４］
　前記制御識別子フィールドは、バッファ状態（ＢＳ）要求またはＢＳ報告を指示し、こ
こにおいて前記制御情報フィールドは、バッファ状態情報に対する要求またはバッファ状
態情報についての報告を包含する１つまたは複数のサブフィールドを備える、Ｃ３０に記
載のデバイス。
［Ｃ３５］
　前記制御情報フィールドは、サービス品質（ＱｏＳ）制御フィールドを備え、ここにお
いて前記ＱｏＳ制御フィールドは、ＢＳポーリングが１つのトラヒック識別子（ＴＩＤ）
ごとであるかすべてのＴＩＤであるかを指示するＴＩＤフィールド、送信機会フィールド
、およびキュー・サイズ・フィールドを備える、Ｃ３４に記載のデバイス。
［Ｃ３６］
　前記制御識別子フィールドは、トリガ情報を指示し、ここにおいて、前記制御情報フィ
ールドは、トリガ情報フィールドを備える、Ｃ３０に記載のデバイス。
［Ｃ３７］
　前記トリガ情報フィールドは、局に関わるサブチャネル情報を指示するか、圧縮または
非圧縮のアップリンク媒体アクセス制御（ＭＡＣ）フォーマットを指示する、Ｃ３６に記
載のデバイス。
［Ｃ３８］
　前記選択された数の制御フィールドは、第１のデバイスに宛てられた１つまたは複数の
第１の制御フィールドおよび第２のデバイスに宛てられた１つまたは複数の第２の制御フ
ィールドを備える、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ３９］
　前記１つまたは複数の第１の制御フィールドおよび前記１つまたは複数の第２の制御フ
ィールドは、コード、周波数、または時間において多重化される、Ｃ２７に記載のデバイ
ス。
［Ｃ４０］
　前記フレームを送信することは、アップリンク・マルチプル・ユーザ物理レイヤ・コン
バージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フ
レームを使用して前記フレームを送信することを備える、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ４１］
　前記フレームを送信することは、ダウンリンク・マルチプル・ユーザ物理レイヤ・コン
バージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニット（ＰＰＤＵ）フ
レームを使用して前記フレームを送信することを備える、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ４２］
　前記制御識別子フィールドは、アップリンク（ＵＬ）マルチユーザ（ＭＵ）応答スケジ
ューリングを指示し、ここにおいて、前記制御情報フィールドは、肯定応答情報を含むＵ
Ｌ物理レイヤ・コンバージェンス・プロシージャ（ＰＬＣＰ）プロトコル・データ・ユニ
ット（ＰＰＤＵ）フレームを送信するためのスケジューリング情報を含む、Ｃ３０に記載
のデバイス。
［Ｃ４３］
　前記制御情報フィールドは、ＵＬ ＰＰＤＵフレームの長さを指示するＵＬ ＰＰＤＵ長
さフィールドと、前記ＵＬ ＰＰＤＵフレームを送信するために割り当てられたリソース
・ユニットを指示するリソース割当てフィールドとを備える、Ｃ４２に記載のデバイス。
［Ｃ４４］
　前記フレームは、前記１つまたは複数の制御フィールドの長さが長さ要件または境界要
件を満たすように１つまたは複数の制御フィールドに後続するパディング・フィールドを
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［Ｃ４５］
　前記長さ要件は、３０ビットであり、前記境界要件は、オクテットの倍数である、Ｃ４
４に記載のデバイス。
［Ｃ４６］
　前記フレームは、マルチプル局ブロック肯定応答（ＢＡ）フレームを備える、Ｃ２７に
記載のデバイス。
［Ｃ４７］
　前記フレームは、トリガ・フレームを備える、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ４８］
　前記フレームは、前記ＡＩＤフィールドの値を備え、それは、前記ＡＩＤフィールドの
その値に後続する１つまたは複数の制御フィールドの存在を指示する、Ｃ４７に記載のデ
バイス。
［Ｃ４９］
　前記ＡＩＤフィールドの前記値は、２０４７である、Ｃ４８に記載のデバイス。
［Ｃ５０］
　前記フレームは、アソシエーション識別子（ＡＩＤ）ごとのトラヒック識別子（ＴＩＤ
）情報フィールドをさらに備え、前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドは、前記選択さ
れた数の制御フィールドの存在を指示する、Ｃ２７に記載のデバイス。
［Ｃ５１］
　前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドは、前記選択された数の制御フィールドに関わ
る複数のバイトを指示するタイプ・フィールドを備える、Ｃ５０に記載のデバイス。
［Ｃ５２］
　前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドは、前記ＡＩＤごとのＴＩＤ情報フィールドの
前記ＡＩＤサブフィールドによって識別される前記ＳＴＡのための１つまたは複数の制御
フィールドの前記存在を指示する前記ＴＩＤサブフィールドの値を備える、Ｃ５０に記載
のデバイス。
［Ｃ５３］
　ワイヤレス・ネットワークにおいて通信するためのデバイスであって、
　可変数の制御フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御フィール
ドを選択するための手段と、
　前記選択された数の制御フィールドを備える前記フレームを生成するための手段と、各
制御フィールドは、制御フィールドの終端を備え、前記制御フィールドの終端は、前記フ
レームにおける別の制御フィールドの存在、または前記選択された数の制御フィールドの
終端を指示するインジケータを記憶する、
　前記フレームを送信するための手段と、
を備える、デバイス。
［Ｃ５４］
　実行されるとき、プロセッサにワイヤレス通信の方法を実施させる命令を備えるコンピ
ュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、
　可変数の制御フィールドから、フレームに含めるための１つまたは複数の制御フィール
ドを選択することと、
　前記選択された数の制御フィールドを備える前記フレームを生成することと、各制御フ
ィールドは、制御フィールドの終端を備え、前記制御フィールドの終端は、前記フレーム
における別の制御フィールドの存在、または前記選択された数の制御フィールドの終端を
指示するインジケータを記憶する、
　前記フレームを送信することと、
を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
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